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〉日本山岳会事務販扱時間

月,火,木,土曜  10時～
"時水,金曜      13時 ～20時

日曜・祭日は休み

〉図書室開室時間
日曜・祝 日 0月 曜を除く毎日

13時～20時

○ルーム閉室のお知らせ

8月 1日 ～8月 31日

八十周年記念行事の展覧

会開催のため,ルーム,談話

室,図書室は使用できませ

ん。各委員会などで行事や

会合を予定しているところ

はご注意下さい。なお,事
務局は開いていますから連

絡はとれます。
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に

今

西

寿

雄

氏
―

多
数
の
役
員
の
交
替
が
行
な
わ
れ
た
。

ま
た
そ
の
ほ
か
、
本
年
は
と
く
に
山
田

二
郎
副
会
長
よ
り
創
立
八
十
周
年
記
念

事
業
の
近
況
報
告

も
行

な

わ
れ
、
な

お
、
総
会
終
了
後
は
、
引
続
い
て
恒
例

の
懇
親
会
が
隣
室
で
開
催
さ
れ
、
極
め

て
盛
会
裡
に
総
会
の
全
式
次
第
を
終
え

た
。以

下
は
総
会
と
懇
親
会
の
内
容
の
概

要
で
あ
る
。

総
会
の
司
会
は
総
務
担
当
の
お
な
じ

み
の
神
崎
忠
男
常
務
理
事
。
ま
ず
田
口

二
郎
副
会
長
の
開
会
の
辞
、
つ
い
で
こ

の
度
退
任
す
る
佐
々
会
長
の
挨
拶
の
あ

と
本
年
は
と
く
に
本
会
創
立
八
十
周
年

記
念
行
事
が
全
国
各
地
で
行
な
わ
れ
て

い
る
の
で
、
そ
の
中
間
報
告
を
実
行
委

員
長
で
あ
る
山
田
二
郎
副
会
長
が
行
な

っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
八
十
周
年
記
念

行
事
は
、
登
山
、
各
種
行
事
、
記
念
集

会
、
募
金
の
四
つ
の
柱
で
進
め
ら
れ
て

い
る
が
い
ず
れ
も
順
調
で
半
ば
を
終
え

た
。
あ
と
登
山
の
部
で
は
新
地
域
の
キ

レ
ン
方
面
、
ヵ
カ
サ
イ
ジ
モ
ン
カ
、
更

に
黄
河
源
流
の
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
の
企
画

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
記
念
行
事
に
つ

い
て
は
中
村

（純
）
評
議
員
を
中
心
に

山
岳
記
念
品
の
展
示

（八
月
二
十
四
日

前
後
）
や
会
員
に
よ
る
絵

画

写
真

展

（八
月
十
九
―
二
十
三
日
）
、
記
念

ピ

ッ
ケ
ル
の
作
成
な
ど
の
計
画
が
着
々
と

進
ん
で
お
り
、
記
念
集
会
で
は
既
に
大

阪
、
名
古
屋
、
福
岡
、
仙
台
地
区
は
終

わ
り
ゝ
今
後
は
長
岡
、
札
幌
、
富
山
地

区
が
相
次
い
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
全
体
の
記
念
集
会
と

し
て
は
八
月
二
十
四
日
、
椿
山
荘
に
て

秩
父
官
妃
殿
下
御
臨
席
の
も
と
開
催
さ

れ
る
ほ
か
、
信
濃
支
部
に
よ
る
ウ
ェ
ス

ト
ン
祭
も
例
年
に
倍
し
て
盛
大
に
と
り

行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
か
ら
募
金
に
つ
い
て
は
幸
い
全
会
員

の
協
力
に
よ
り
五
月
十
日
現
在
で
目
標

の
二
千
万
円
を
七
、
七
二
三
円
突
破
し
、

こ
の
う
ち
約

一
千
万
円
を

「基
金
」
の

方
に
ま
わ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
が

ひ
と
つ
の
核
と
な
り
得
る
も
の
と
思
う

と
の
話
が
あ
っ
た
。

つ
い
で
神
崎
理
事
が
配
布
資
料
に
も

と
づ
い
て
会
務
報
告
を
行
な
っ
た
。
そ

の
概
要
は
現
在
最
近
の
会
員
番
号
は
九

六
五
〇
番
台
で
あ
り
実
在
籍
会
員
数
四

〇
〇
六
名
、
な
お
昭
和
五
十
九
年
度
の

会
員
の
異
動
は
新
入
会
員

一
五
八
名
、

復
活
会
員
七
名
、
退
会
者
二
〇
名
、
物

故
者

一
九
名
、
除
籍
者
六
六
名
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
本
日
の
出
席
者

一
〇

五
名
、
委
任
出
席
者

一
五
〇

一
名
、
計

一
六
〇
六
名
で
あ
り
、
定
款
三
十
三
条

就任の挨拶をする今西新会長

（社
）
日
本
山
岳
会
の

昭
和
六
十
年
通
常
総

会

は
、
さ
る
五
月
二
十
四
日

（金
）
午
後
六
時
よ
り
、

新
装
な
っ
た
私
学
会
館

（東
京
都
千
代
田
区
九
段

北
四
―
二
―
二
五
）
の
霧

島
の
間
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
総
会
で
は
昭
和
五
十

九
年
度
の
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
、
昭
和
六
十

年
度
の
事
業
計
画
及
び
そ

れ
に
伴
う
予
算
案
な
ど
が

承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、

本
年
は
ま
た
新
旧
役
員
の

交
替
期
に
当
り
新
会
長
に

は
今
西
寿
雄
氏
、
新
副
会

長
に
は
大
塚
博
美
氏
ほ
か

(1)
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の
在
籍
会
員
の
朝
以
上
の
定
数
を
満
た

す
も
の
と
し
て
本
総
会
の
成

立
を
宣

言
。
な
お
本
日
の
議
事
録
の
署
名
人
は

石
橋
正
美
、
入
澤
郁
夫
両
会
員
に
お
願

い
し
た
い
と
提
案
、
了
承
さ
れ
た
。

こ
れ
よ
り
議
事
に
入
っ
た
が
、
定
款

二
十
九
条
に
従
い
佐
々
会
長
が
議
長
と

な
っ
た
。
ま
ず
、　
一
号
議
案
で
あ
る
昭

和
五
十
九
年
度
事
業
報
告
が
大
倉
理
事

に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
内
容
は

別
掲
の
通
り
で
あ
り
登
山
の
指
導
と
奨

励
に
必
要
な
各
種
集
会
、
講
習
会
及
び

展
覧
会
な
ど
の
開
催
、
登
山
設
備
の
改

善
、
山
岳
遭
難
の
予
防
と
対
策
に
関
す

る
指
導
、
自
然
保
護
活
動
、
海
外
登
山

と
交
流
、
交
歓
、
機
関
誌
の
発
行
と
い

っ
た
例
年
に
増
し
て
多
彩
な
事
業
が
行

な
わ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
全
員
拍

手
の
も
と
に
承
認
さ
れ
た
。

第
二
号
議
案
は
昭
和
五
十
九
年
度
収

支
決
算
、
財
産
目
録
の
報
告
で
あ
り
、

こ
れ
は
財
務
担
当
の
西
村
理
事
が
行
な

っ
た
。
そ
の
内
容
も
別
掲
の
通
り
で
あ

る
が
、
そ
れ
を
要
約
す
る
と
次
の
通
り

で
あ
る
。

昭
和
五
十
九
年
度
の
一
般
会
計
は
当

初
三
六
七
万
円
の
赤
字
予
算
で
ス
タ
ー

ト
し
た
が
、
会
費
の
納
入
が
予
想
以
上

に
順
調
で
あ
っ
た
た
め
予
算
を
三

一
三

万
円
ほ
ど
上
回
わ
り
、
全
体
で
は
五
〇

万
円
ほ
ど
の
赤
字
に
と
ど
ま
り
、
結
果

と
し
て
は
収
支
ほ
ぼ
均
衡
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
当
初
七
九
六
万
円
の
繰
越
予

定
が

一
、　
一
一
二
万
円
ほ
ど
も
繰
越
す

こ
と
が
出
来
た
。
支
出
の
部
も
大
き
く

運
営
管
理
費
、
事
業
費
に
わ
け
ら
れ
る

が
、
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
予
算
通
リ
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
た
。

財
産
目
録
は
昭
和
六
十
年
二
月
二
十

一
日
現
在
の
も
の
で
、
基
本
財
産
八
〇

〇
万
円
、
現

・
預
貯
金
二
、
五
六

一
万

円
、
建
物
お
よ
び
土
地
八
、
二
三
〇
万

円
、
図
書

（和

・
洋
）
七
、
二
四
二
冊
、

什
器
備
品
四
四
二
万
円

（購
入
価
格
）、

絵
画
二
三
点
、
フ
ィ
ル
ム
六
二
点
、
刊

行
物
そ
の
他
の
棚
卸
高
二
九
〇
万
円
。

長
期
借
入
金
は
あ
と
入
二
五
万
円
を
残

す
の
み
と
な
り
、
こ
れ
は
六
十
三
年

一

月
完
済
の
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
八
十

周
年
記
念
事
業
収
支
も
ほ
ぼ
順
調
に
行

な
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
松
田
雄

一
監
事
よ
り
、

以
上
を
適
正
妥
当
と
認
め
る
旨
の
監
査

結
果
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

も
全
員
拍
手
で
承
認
す
る
。

第
二
号
議
案
の
昭
和
六
十
年
度
事
業

計
画
案
を
大
倉
理
事
が
説
明
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
昨
年
度
同
様
、
集
会
、
研
究

会
、
自
然
保
護
活
動
、
海
外
登
山
、
交

流
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
事
業

が
計

画
、
立
案
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
前
年

と
変

っ
た
点
は
本
年
度
は
八
十
周
年
記

念
行
事
と
し
て
八
月
に
記
念
式
典
が
行

な
わ
れ
る
た
め
、
恒
例
の
年
次
晩
餐
会

は
行
な
わ
な
い
予
定
で
あ
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
新
執
行
部
が
ど
う
扱
う
か

と
い
う
こ
と
で
、
未
定
で
あ
る
。
新
し

い
海
外
登
山
と
し
て
は
キ
レ
ン
山
、
そ

し
て
ヵ
カ
サ
イ
ジ
モ
ン
カ
な
ど
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。
機
関
誌
と
し
て
は

「
山

岳
」
「山
」
は
例
年
通
り
刊
行
す
る
が
、

「
山
日
記
」
は
装
い
を
新
た
に
し
て
刊

回
山
岳
図
書
を
語
る
タ

山
書
収
集
の
楽
し
み

講
師
　
小
谷

隆

一
氏

第
１６
回
山
岳
図
書
を
語
る
タ
ベ
が
二
月
二
日

（土
）
午
後
三

時
よ
り
本
会
ル
ー
ム
に
、

『山
と
書
物
』
の
著
者
、
小
林
義
正

さ
ん
の
蔵
書

「高
嶺
文
庫
」
を
そ
っ
く
り
譲
受
け
た
、
山
岳
図

書
コ
レ
ク
タ
ー
の
小
谷
隆

一
氏
を
招
い
て
開
か
れ
た
。
氏
は
高

嶺
文
庫
入
手
後
も
単
に
私
蔵
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
完
璧

な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
め
ざ
し
、
極
め
て
精
力
的
に
そ
の
拡
充
に

努
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
高
嶺
文
庫
譲
受
け
の
経
緯
か

ら
管
理
ｏ
拡
充
等
の
話
を
含
め
て
、
や
や
も
す
れ
ば
自
慢
話
に

な
り
が
ち
な
内
容
に
も
拘
ら
ず
、
そ
う
し
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
全

く
感
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
淡
々
と
実
に
爽
や
か
に
語
っ
て
載

い
た
。

話
は
氏
の
著
書

『山
な
み
帖
』
の

「
コ
レ
ク
タ
ー
の
悦
び
」

を
柱
に
、
そ
の
後
の
収
集
状
況
等
に
つ
い
て
進
め
ら
れ
た
。
活

字
で
読
ん
で
さ
え
羨
し
い
稀
凱
本
の
入
手
経
緯
や
体
裁

・
内
容

に
つ
き
、
時
に
は
実
物
を
披
露
し
な
が
ら
の
話
に
は
魅
せ
ら
れ

る
も
の
が
あ
っ
た
。

以
下
は
そ
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
で
あ
る
。

山
と
の
出
会
い
・
本
と
の
出
会
い

旧
制
中
学
三
年
の
時
、
森
本
次
男
先
生
に
惹
か
れ
て
山

岳
部
に
入

っ
た
。
そ
こ
で
先
生
の

「
樹
林
の
山
旅
』
に
出

て
来
る
二
十
ば
か
り
の
山
行
の
う
ち
六
割
方
に
お
伴
を
す

る
こ
と
が
出
来
た
。
先
生
は
常

々

「
山
は
足
で
登
る
だ
け

の
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
考
え
を
持

っ
て
お
ら
れ
、
山

の
本
を
よ
く
読
む
よ
う
に
と
教
え
ら
れ
た
。
そ
の
影
響
を

受
け
、
山
に
登
り
な
が
ら
山
の
本
を
集
め
る
よ
う
に
な

っ

た
。
高
校
は
山
に
登
る
た
め
旧
制
松
本
高
校
を
選
び
、
大

学
に
入
学
し
て
も
す
ぐ
山
岳
部
に
籍
を
置
い
た
。
山
と
本

と
の
出
会
い
は
、
こ
う
し
た
学
生
時
代
に
始
ま
り
、
高
嶺

文
庫
継
承
に
至
る
土
壌
が
培
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

一
九
六
五
年
、
カ
ラ
コ
ル
ム
の
デ

ィ
ラ
ン
に
行

っ
た

が
、
頂
上
直
下
で
引
返

さ

ざ

る

を
得
な
く
な

っ
た
経
緯

は
、
同
行
の
北
杜
夫
に
よ
っ
て

『白
き
た
お
や
か
な
峰
』

に
書
か
れ
て
い
る
。　
一
九
八
〇
年
、
八

一
年
に
は
中
国
の

コ
ン
グ
ー
ル
ヘ
行

っ
た
。
八
〇
年
は
偵
察
、
八

一
年
が
本

隊
で
、
総
隊
長
と
し
て
ベ
ー
ス
キ
ヤ
ン
プ
に
着
い
た
時
は

既
に
三
名
の
優
秀
な
隊
員
が
頂
上
に
向
か
っ
て
い
た
が
、

遂
に
そ
の
ま
ま
帰
ら
な
か
っ
た
。
学
生
時
代
か
ら
の
登
山

人
生
が
こ
の
悲
劇
的
な
登
山
で
終
る
こ
と
は
寂
し
い
が
、

今
は
専
ら
山
の
本
の
方
に
力
を
入
れ
よ
う
と
考

え

て

い

る
。森

本
先
生
に
師
事
し
た
お
か
げ
で
山
の
本
が
好
き
に
な

り
、
昭
和
四
十
九
年
六
月
に
小
林
義
正
さ
ん
の
本
を
入
手

し
た
時
点
で
自
分
の
蔵
書
が
千
三
百
冊
ほ
ど
あ
っ
た
。
し

か
し
高
嶺
文
庫
を
入
手
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
を
完
壁

な
山
岳
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
す
る
責
任
を
痛
感
し
、
以
後

本
格
的
な
収
集
活
動
を
始
め
た
。

外
国
の
本
に
つ
い
て

年
に
二
、
三
度
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
く
の
を
機
会
に
ロ
ン

ド
ン
の
本
屋
廻
り
が
習
慣
と
な
っ
た
。

最
初
に
訪
れ
た
の
は
フ
ラ
ン
シ
ス
・
エ
ド
ワ
ー
ド
。
こ

の
本
屋
で
何
冊
か
珍
し
い
本
を
入
手
し
た
。
今
日
持
参
し

シ
一
『ｏ∽①
Ｏ
ｒ
，メ
、〓
∽ｏ
目
の
　
＞
■
回
”∽一ｏ
【Ч
ｏ
ｈ
】Ｓ
一ｏ
“
ｐ
Ｓ
中●
ｏｏ

が
そ
の
ひ
と
つ
で
、　
一
八
〇
七
年
、
日
本
の
文
化
年
間
の

刊
で
、
谷
文
晃
の

『名
山
図
譜
』
や
そ
の
改
版
の

『
日
本

名
山
図
会
』
と
同
時
代
と
な
る
。
全
三
巻
だ
が
、
山
の
数

は

『名
山
図
譜
』
の
初
版
八
十
八
山
、
重
版
以
降
八
十
九

山
に
対
し
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
本
は
、
日
本
を
含
む
全
世
界

に
亘
っ
て
お
り
、
中
国
の
山
だ
け
で
も
数
百
は
載

っ
て
い

る
。
驚
い
た
こ
と
に
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
高
さ
が
メ
ー
ト

ル
換
算
で
四
、
五
〇
五
陣川
と
あ
り
、
そ
の
時
代
と
し
て
の

正
確
さ
に
感
心
し
た
。

エ
ド
ワ
ー
ド
で
買
っ
た
本
で

一
番
高
価
だ

っ
た

の
は

ヽ
Ｌ
げ
”
】∽
ω
①”
“
日
″ｏｐ
い
の
ロ
ギ
”く
の
】∽
一ｒ
【Ｏ
Ｃ
ｍ
Ｆ
一ｒ
Ｏ
”
ｒ
”
①
‘

〓
”
●
＞
ぼ
∽。
と
い
う
大
判

（四
十
六
セ
ン
チ
）
の
本

で

当
時
七
五
〇
ポ
ン
ド
し
た
。
こ
の
本
に
つ
い
て
手
元
の
本

を
調
べ
て
見
る
と
、
標
高
や
年
号
に
誤
り
が
多
く
、
旅
程

(2)
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行
す
る
な
ど
で
あ
っ
た
。
本
件
も
全
員

拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
第
四
号
議
案
は
、
以
上
の
事

業
計
画
の
裏
づ
け
と
し
て
の
予
算
案
で

あ
る
が
、
五
十
九
年
度
収
支
決
算
と
同

様
、
西
村
理
事
が
説
明
し
た
。
そ
の
詳

細
は
別
掲
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
要

点
は
、
ま
ず
昭
和
六
十
年
度
の
収
入
の

部
は
、　
一
七
〇
名
の
入
会
者
を
予
定
し

入
会
金
二
五
五
万
円
を
見
込
み
、
さ
ら

に
前
年
度
実
績
を
勘
案
し
て
会
費
の
収

入
は
二
、
五
〇
〇
万
円
を
計
上
。
な
お

山
日
記
の
印
税
収
入

（前
年
度
は
五
六

万
円
）
は
本
年
度
は
計
上
し
な
い
。
以

上
、
収
入
は
三
、
四
四
三
万
円
、
前
年

よ
り
五
九
万
円
多
い
予
算
で
あ
る
。
支

出
に
つ
い
て
は
運
営
管
理
費
、
事
業
費

そ
の
他
総
合
計
予
算
が
三
、
八
二
七

・

四
万
円
、
前
年
度
が
三
、
七
五

一
。
三

万
円
で
あ
っ
た
の
で
七
六

・
一
万
円
ほ

ど
多
い
が
、
支
部
関
係
費
、
並
び
に
名

簿
の
作
成
費
九
〇
万
円
な
ど
が
あ
る
た

め
で
あ
る
。
し
か
し
財
務
は
健
全
で
あ

り
、
会
費
の
改
正
は
し
な
い
。

以
上
に
対
し
審
議
の
結
果
、
こ
れ
も

異
議
な
く
全
員
了
承
。

次
は
役
員
改
選
の
件
で
あ
る
が
、
会

長
、
副
会
長
、
理
事
、
評
議
員
、
監
事

の
候
補
者
名

（別
掲
）
が
大
倉
理
事
に

よ
っ
て
読
み
上
げ
ら
れ
、
全
員
異
議
な

く
拍
手
の
中
に
了
承
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
新
会
長
に
は
、
わ
が
国
初
の
八
、

○
○
○
】川峰
の
経
験
者
、
マ
ナ
ス
ル
の

初
登
頂
に
輝
く
今
西
寿
雄
氏
が
、
そ
し

て
副
会
長
に
は
大
塚
博
美
氏
ほ
か
多
く

の
役
員
が
新
任
さ
れ
、
任
期
を
終
え
た

．
佐
々
会
長
並
び
に
田
口
副
会
長
ほ
か
約

半
数
の
役
員
が
退
任
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。最

後
の
議
案
は
昭
和
六
十
年
度
の
除

籍
対
象
者
の
名
簿
の
発
表
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
本
年
度
は
九
二
名
も

の
対
象
者
が
あ
り
、
該
当
紹
介
者
や
知

人
は
本
人
に
対
し
何
ら
か
の
連
絡
を
と

っ
て
、
で
き
る
だ
け
そ
の
数
を
減
ら
し

て
欲
し
い
と
の
要
望
と
と
も
に
、
静
岡

支
部
よ
り
、
こ
の
こ
と
は
事
前
に
支
部

長
に
連
絡
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
も
出

さ
れ
て
了
承
さ
れ
た
。

そ
の
他
の
案
件
は
な
く
、
こ
こ
に
す

べ
て
の
議
事
は
無
事
終
了
し
た
が
、
続

い
て
恒
例
の
新
役
員
の
紹
介

が

な
さ

れ
、
こ
こ
で
新
役
員
を
代
表
し
て
今
西

新
会
長
が
大
略
次
の
よ
う
な
挨
拶
を
行

な
っ
た
”

「
こ
の
度
は
か
ら
ず
も
会
長
の
大
役

を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
致

し
ま

す
。
私
は
七
十
歳
で
あ
っ
て
、
ま
だ

自
分
の
仕
事
の
現
役
で
あ

り
ま
す

が
、
極
力
頑
張
る
つ
も
り
で
す
。
山

岳
会
も
こ
う
し
て
八
十
年
の
歴
史
を

も

っ
て
い
る
わ
け
で
、
幾
多
の
先
輩

た
ち
が
い
ろ
ん
な
レ
ー
ル
を
敷
い
て

き
ま
し
た
。
私
は
そ
の
レ
ー
ル
の
上

に
乗

っ
て
進
ん
で
行
く

つ
も

り

で

す
。
ど
う
か
皆
さ
ま
が
た
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
無
事
に
任
期
を
終
え
ら

れ
る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

こ
こ
で
神
崎
常
務
理
事
の
若
干
の
会

務
報
告
の
あ
と
、
隣
室
に
会
場
を
移
し

恒
例
の
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
懇
親

に
日
付
さ
え
入
ら
ず
紀
行
文
の
悪
例
だ
、
と
い
う
酷
評
が

あ
っ
た
。
に
も
拘
わ
ら
ず
こ
の
本
に
は
柔
ら
か
な
タ
ッ
チ

の
惚
れ
ば
れ
す
る
よ
う
な
エ
ッ
チ
ン
グ
の
絵
が
入
っ
て
お

り
、
お
そ
ら
く
こ
の
絵

一
枚
が
二
万
円
位
に
相
当
す
る
の

で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
る
。
ボ
ー
モ
ン
ト
に
は
ほ
か
に

フ
ラ
ン
ス
か
ら
イ
タ
リ
ア
ヘ
、
レ
ポ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
・
ア
ル

プ
ス
を
通

っ
て

の
旅

行

↓
轟
く
①
【∽
や
ｏ
日

『
【８
８

ざ

ＨＳ
】Ч
ヽ
一Ｆ
【〇
“
”
Ｆ
”Ｆ
の
Ｆ
①
Ｕ
Ｏ
目
〓
口
①

“ゝ
り
∽・
ル
」、　
マ
＝
ノテ

ィ
ー
ム
・
ア
ル
プ
ス
を
通

っ
て
の
イ
タ
リ
ア
か
ら
フ
ラ
ン

ス

ヘ

の

紀

行

↓

圏

く
の
【
∽

一
ギ

８

”
Ｆ

許

①

〓

鶴

〓

日

の

＞

ぼ

∽
ν

ゃ
ｏ
日

Ｈ
Ｓ
ギ

一ｏ

Ｆ
る

●
∽
。
と

が

あ

り

二

部

作

と

な

っ
て

い

る
。
前
者
は
そ
の
後
入
手
し
た
が
、
後
者
は
未
だ
入
手
し

て
い
な
い
。

名
ガ
イ
ド
、
ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
・
ア
ル
マ
ー
の
ガ
イ
ド
手

帳
の
写
真
複
写
本
も
こ
こ
で
買

っ
た
。
三
方
金
箔
で
二
百

部
限
定
の
一
二
四
番
で
あ
っ
た
。
先
輩
成
瀬
岩
雄
さ
ん
が

お
見
え
に
な
っ
た
時
に
こ
の
本
を
ご
覧
に
入
れ
る
と

「
わ

し
が
持

っ
て
い
る
の
が
日
本
で

一
冊
き
り
か
と
思

っ
た

が
、
こ
れ
で
二
冊
に
な
っ
た
」
と
徴
笑
ま
れ
て
い
た
。
さ

き
ほ
ど
会
で
買
上
げ
た
成
瀬
さ
ん
の
本
を
図
書
室
で
拝
見

し
た
と
こ
ろ
、
成
瀬
さ
ん
の
は
五
十
五
番
で
あ
っ
た
。

高
嶺
文
庫
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
時
に
こ
れ

等
の
本
が
手
に
入
る
と
嬉
し
く
な
り
、
亡
く
な
っ
た
小
林

義
正
さ
ん
に
ご
報
告
し
た
い
気
持
に
な
る
。

エ
ド
ワ
ー
ド
の
次
に
訪
れ
た
の
は
、
ア
ル
バ
イ
ン
・
ジ

ャ
ー
ナ
ル
の
広
告
で
昔
か
ら
有
名
な
ガ
ス
ト
ン
・
ア
ル
パ

イ
ン
ブ

ツ
ク
ス
。

或
る
時
、
私
の
持

っ
て
い
る
洋
書
の
リ
ス
ト
を
作
り
、

そ
の
コ
ピ
ー
を
ガ
ス
ト
ン
の
主
人
ミ
ス
タ
ｌ

ｏ
バ
ウ
ム
に

渡
し

「
こ
の
リ
ス
ト
に
な
い
本
が
出
た
ら
知
ら
せ
て
欲
し

い
」
と
頼
む
と
、
じ
っ
と
眺
め
て
い
て

「
こ
こ
に
載

っ
て

い
る
本
を
探
す
の
か
」
と
聞
き
返
え
す
の
で

「
こ
れ
は
私

が
持

っ
て
い
る
本
な
の
だ
」
と
言
う

と
、
バ
ウ
ム
氏
は
両
手
を
広
げ
て
感

嘆
し

「
こ
ん
な
に
素
晴
し
い
本
を
持

っ
て
い
る
の
か
／
」
と
言

っ
て
私
の

蔵
書
を
褒
め
て
く
れ
た
。
有
名
な
ガ
ス
ト
ン
の
親
父
さ
ん

が
褒
め
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
そ
の
日

一
日
嬉
し
か
っ

た
が
、
そ
の
日
は
買
う
方
が

一
冊
も
な
か
っ
た
。

ま
た
、
或
る
人
か
ら
教
え
て
も
ら
つ
た
が
最
近
〓
８
甲

Ｓ
Ｆ
り
ｏ
、
”
８
Ｆ
∽う
と
い
う
英
国
の
通
信
販
売
店
が
非
常

に
マ
メ
に
目
録
を
送

っ
て
く
れ
、
時
々
注
文
し
て
い
る
。

こ
こ
で
珍
し
い
本

を
探

し

た
。
の
キ
８

の

↓
Ｆ
ｏ
＞
諄

ｏ
』
↓
Ｈ”く
ｏ
ｒ

で
、
こ
の
本
は
志
賀
重
昂
の

『
日
本

風
景

論
』
の
種
本
に
な
っ
た
本
で
あ
り
是
非
入
手
し
た
い
と
方

々
の
本
屋
に
頼
ん
で
い
た
が
、
な
か
な
か
見

つ
か
ら
ず

〓
ｏ
ロ
ュ
〓

ｏ
」
ω
８
Ｆ

の
カ
タ
ロ
グ
で
よ
う
や
く

入

手
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

日
本
の
本
に
つ
い
て

高
嶺
文
庫
を
譲
受
け
た
時

『
高
山
深
谷
』

一
揃
だ
け
は

小
林
さ
ん
の
希
望
で
手
元
に
残
さ
れ
た
。

（後
、
日
本
山

岳
会
に
寄
贈
）
し
か
し
、

『高
山
深
谷
』
は
何
と
し
て
も

手
に
入
れ
た
い
と
考
え
悠
久
堂
に
頼
ん
で
入
手
す
る
こ
と

が
出
来
た
。
た
だ
、
残
念
な
が
ら
第

一
輯
だ
け
は
写
真
が

一
、
二
葉
あ
る
だ
け
で
本
と
し
て
の
体
裁
を
な
し
て
い
な

い
も
の
で
あ
っ
た
。
二
輯
か
ら
八
輯
ま
で
が
揃

っ
た
今

は
、
何
と
し
て
も

一
輯
を
入
手
し
た
い
。

（も
し
第

一
輯

を
譲

っ
て
も
い
い
と
い
う
方
が
お
ら
れ
た
ら
、
氏
が
高
価

で
お
頒
け
載
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
）

そ
の
後
入
手
し
て

一
番
嬉
し
か
っ
た
の
は

『Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ

Ａ
』
と
い
う
全
十
八
冊
の
本
だ
っ
た
。
大
正
四
年
六
甲
山

の
麓
に
住
む
ア
メ
リ
カ
人
達
が
発
刊
し
た
本
で
主
催
者
は

ド
ー
ン
ト
。
毎
年

一
冊
乃
至
二
冊
ず
つ
発
行
さ
れ

一
五
〇

部
し
か
印
刷
さ
れ
な
か
っ
た
。
高
嶺
文
庫
に
は
十
八
冊
中

の
半
分
位
し
か
な
く
是
非
揃
え
た
い
と
願

っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
古
本
屋
か
ら
揃
い
が
出
た
と
話
が
あ
っ
た
。
住
友
信

託
銀
行
の
今
村
幸
男
さ
ん
の
蔵
書
で
、
今
村
さ
ん
は
ド
ー

ン
ト
と
大
変
親
交
が
あ
り
、　
一
巻
目
に
は
注
文
書
や
ド
ー

ふ
Ｔ
ｔ」ん
ソ
デ
ミ
ほ
鋳
ち
”檸
ヮ
）ノ
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会
の
司
会
は
高
遠
理
事
で
、
ま
ず
佐
々

前
会
長
挨
拶
、
今
西
新
会
長
挨
拶
に
つ

づ
き
、
乾
杯
の
音
頭
は
堀
田
名
誉
会
員

で
、
な
ご
や
か
な
う
ち
に
開
幕
、
懇
談

と
な
っ
た
。
席
上
、
前
役
員
の
永
年
の

ご
苦
労
に
対
し
全
員
で
感
謝
の
拍
手
を

贈

っ
た
。
懇
親
会
の
最
後
は
島
田
名
誉

会
員
に
よ
っ
て
前
役
員

へ
の
感
謝
と
新

執
行
部

へ
の
期
待
を
こ
め
て
高
歳
三
唱

が
行
な
わ
れ
、
昭
和
六
十
年
通
常
総
会

の
全
行
事
は
午
後
八
時
三
十
分
を
も
つ

て
閉
会
と
な
っ
た
。

出
席
者

・
順
不
同
　
佐
藤

一
栄
　
小
倉

厚
　
岸
田
権
二
　
田
口
二
郎
　
太
田
晃

介
　
岡
田
光
行
　
岡
沢
祐
士
口　
小
林
太

刀
夫
　
石
坂
久
忠
　
村
井
米
子
　
山
本

元
　
松
田
雄

一　
人
澤
郁
夫
　
坂
本
正

智
　
川
合
周
　
河
村
憲
二
　
小
倉
茂
暉

北
島
隆
　
白
井
雅
己
　
小
倉
董
子
　
岩

堀
瑞
子
　
勝
田
房
治
　
岩
橋
崇
至
　
柴

田
篤
志
　
安
間
荘
　
谷
口
現
吉
　
宗
賓

慶
子
　
中
村
太
郎
　
鴫
原
啓
佑
　
大
倉

昌
身
　
北
博
正
　
浜
口
欣

一　
田
中
弘

美
　
平
柳

一
郎
　
鈴
木
郭
之
　
斎
藤
平

七
　
井
日
正
男
　
西
沢
健

一　
人
谷
浩

右
　
片
岡
博
　
高
遠
宏
　
佐
々
木
豊
喜

小
川
務
　
今
西
寿
雄
　
山
田
二
郎
　
近

藤
信
行
　
吉
田
宏
　
桑
田
結
　
山
口
英

一　
弥
栄
山
岳
会
　
関
塚
貞
亨
　
鳥
居

亮
　
竹
田
寛
次
　
田
村
俊
介
　
吉
武
正

子
　
吉
澤

一
郎
　
平
井
吉
夫
　
宇
津
力

雄
　
梅
野
淑
子
　
宮
下
秀
樹
　
広
羽
清

堀
田
弥

一　

水ヽ
井
敬
士
　
渡
辺
兵
力

島
田
巽
　
佐
々
保
雄
　
金
山
淳
二
　
山

本
朋
三
郎
　
小
原
晴
子
　
蒲
生
明
登

松
丸
秀
夫
　
金
坂

一
郎
　
浜
野
正
男

西
村
政
晃
　
大
橋
晋
　
織
内
信
彦
　
島

田
義
昭
　
細
井
澄
子
　
中
村
テ
ル
　
大

峰
芳
枝
　
長
嶋
正
浩
　
南
川
金

一　
松

家
晋
　
越
智
英
夫
　
神
崎
忠
男
　
大
森

薫
雄
　
村
木
冨
士
　
新
井
陽

一
郎
　
河

野
成
雄
　
藤
井
正
彦
　
武
田
満
子
　
竹

中
敏
郎
　
沼
倉
寛
二
郎
　
石
橋
正
美

絹
川
祥
夫
　
橋
本
清
　
高
田
真
哉
　
川

森
左
智
子
　
田
中
茂
　
藤
田
礼
子
　
本

多
勝

一　
田
中
茂
夫
　
沖
允
人
　
阿
部

淳
　
木
名
瀬
亘

（記
録

・
小
倉
　
厚
／

写
真

・
松
家
　
晋
）

●
理
事
・
監
事
お
よ
び
評
議
員
候
補
者

会
長
　
今
西
寿
雄

（新
任
）
、
副
会

長

山
田
二
郎

（再
任
）
、
大
塚
博
美
（新
）、

理
事
　
高
遠
　
宏

（再

ｏ
総
務
及
び
科

学
研
究
委
員
会
）
、
梅
野
淑

子

（再

・

婦
人
懇
談
会
）
、
長
谷
川
良
典

（再

・

指
導
委
員
会
）
、
村
木
富

士

（再

・
学

生
部
）
、
平
井
吉
夫

（再

・
山
日
記
）
、

絹
川
祥
夫

（再

・
青
年
懇
談
会
）
、
太

田
晃
介

（新

・
山
研
運
営
）
、
鴫

原
啓

佑

（新

ｏ
総
務
）
、
鈴
木
郭

之

（新

・

海
外
）
、
大
橋
晋

（新

・
図
書
、　
フ
ィ

ル
ム
、
書
評
）
、
松
永
敏
郎

（新

・
高

所
登
山
及
び
遭
難

対
策
）
、
橋
本

清

（新

ｏ
財
務
）
、
浜
口
欣

一
（新

・
医

療
）
、
大
森
久
雄

（新

・
山
岳
）
、
岡
沢

祐
吉

（新

・
会
報
）
、
新
井
陽

一
郎
（新

・
集
会
）
、
関
塚
貞
享

（新

・
自
然

保

護
）

監
事
　
竹
田
寛
次

（再
任
）
、
金

坂

一

郎

（新
任
）

評
議
員
　
伊
藤
紀
克
、
村
山
雅
美
、
渡

・
辺
兵
力
、
山
口
節
子
、
中
村
純
二
、
宮

ン
ト
の
手
紙
が
入
っ
て
い
た
。
こ
の
本
は
四
巻
か
ら
六
巻

が
ど
う
し
て
も
な
い
ら
し
く
、
私
の
と
こ
ろ
だ
け
し
か
揃

っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
復
刻
の
話
も
あ
っ
た
が
、
文
献
と

し
て
読
み
た
い
と
い
う
人
が
そ
う
多
く
い
る
と
は
考
え
ら

れ
ず
、
売
れ
残

っ
て
吉
本
屋
の
店
先
に
並
ん
だ
の
で
は
発

刊
者
達
に
申
し
訳
け
な
い
か
ら
お
断
り
し
た
。

大
谷
探
検
隊
の
報
告
書

『新
西
域
記
』
は
、
上
下
三
巻

で
八
〇
〇
頁
に
及
び
、
十
三
キ
ロ
も
あ
る
総
皮
装
の
立
派

な
本
で
、
高
嶺
文
庫
に
も
な
く
、
欲
し
い
と
思

っ
て
い
た

が
、
京
都
河
原
町
の
行
き
つ
け
の
本
屋
で
偶
然
見
つ
け
入

手
し
た
。
『Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
』
の
よ
う
な
難
し
い
買
い
方

を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
本
も
あ
れ
ば
、
通
り
が
か
り
に
偶

然
見
つ
か
る
本
も
あ
る
．

最
近
は
、
小
島
烏
水
、
木
暮
理
太
郎
、
藤
木
九
二
等
の

書
簡
や
原
稿
類
、
吉
田
博
の
版
画
等
を
集
め
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
多
く
な
ら
な
い
よ
う
十
点
程
度
に
と
ど
め
よ
う

と
思

っ
て
い
る
。

高
嶺
文
庫
入
手
後
、
集
書
の
噂
を
聞
い
て
協
力
し
て
く

れ
る
人
が
出
て
い
る
。
島
田
巽
さ
ん
に
は
エ
ル
ゾ
ー
グ
と

レ
ビ

ュ
フ
ア
ー
の
署
名
本
と
烏
水
展
の
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
を

載
い
た
。
吉
永
定
雄
君
か
ら
は
デ
ヴ
ィ
ッ
ト

・
パ
イ
の
書

・
グ
リ
ー
ン
の
蔵
書
票
と
マ
ロ
リ
ー
の
手
紙

（パ
ー
テ
ィ

の
誘
い
に
対
す
る
礼
状
）
が
入
っ
て
い
た
。
阿
部
恒
夫
君

か
ら
は
日
本
山
書
の
会
が
発
行
す
る
私
家
本
、
限
定
本
等

の
ニ
ュ
ー
ス
を
こ
ま
め
に
連
絡
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
協
力
者
が
増
え
、
山
の
本
が
山
の
本
を
呼
ぶ
幸
せ

を
感
じ
て
い
る
。

蔵
書
を
見
に
来
て
載
い
た
方
々
の
懐
し
い
思
い
出
も
多

い
。
最
初
は
大
阪
の
坂
戸
勝
己
さ
ん
。
次
い
で
日
本
山
書

の
会
の
会
員
十
数
名
。
松
本
高
校
山
岳
部
先
輩
の
沼
野
洋

一
さ
ん
と
初
見

一
雄
さ
ん
達
。
近
藤
信
行
さ
ん
、
島
田
巽

さ
ん
に
も
早
い
時
期
に
お
い
で
頂
い
た
。
成
瀬
さ
ん
も
九

年
ほ
ど
前
に
お
見
え
に
な
っ
た
。
外
国
で
は
、
デ
ィ
ラ
ン

峰
の
因
縁
で
友
情
を
結
ん
だ
ハ
ン
ス
・
シ
ェ
ル
や
マ
ラ
イ

ー
ニ
さ
ん
、
中
国
登
山
協
会
の
史
占
春
、
許
競
の
お
二
方

も
お
い
で
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
高
嶺
文
庫
入
手
の
顛
末
及
び
そ
の
整
理
に

『
世
界
山

岳
百
科
事
典
』
と

『
ア
ル
プ
』

一
八
九
号
を
も
と
に
三
千
枚
ほ
ど

の
カ
ー
ド
を
作
り
、
入
手
済
本
の
カ
ー
ド
を
別
に
移
し
、
残

っ
た

カ
ー
ド
七
六
〇
枚
分
の
本
を
探
す
と
い
う
消
去
法

に

よ

る
収
集

や
、
移
動
棚
設
置
等
保
管
上
の
話
が
続
い
た
。

い
た
マ
ロ
リ
ー
の
伝
記
を
載
い
た
。
そ
れ
に
は
レ
イ
モ
ン

出
席
者
　
三
十
六
名

（滝
川
　
清
）

下
秀
樹
、
小
西
政
継
、
吉
田
　
宏

（以

一
近
藤
信
行
、
宗
賞
慶
子
、
大
森
薫
雄
、

上
再
任
）
、　
田
口
二
郎
、
望
月
達
夫
、　
一
中
世
古
隆
司
、
田
中
弘
美
、
安
間
荘
、

織
内
信
彦
、
越
智
英
夫
、
松
田
雄

一
、　
一
佐
々
木
豊
喜

（以
上
新
任
）

日
本
山
岳
会
創
立
八
十
周
年

記
念
晩
餐
会

（
仙
台
）

宮
城
支
部
　
庄
司
　
駒
男

口
に
展
示
さ
れ
た
カ
ン
チ

エ
ン
ジ

ュ
ン

ガ
の
パ
ネ
ル
と
特
別
展
示
し
た

「山
内

ピ
ツ
ケ
ル
」
の
前
に
集

う
。
講
演

会

は
、
宮
城
支
部
の
高
橋
二
義
会
員
の
司

会
で
は
じ
ま
り
、
中
島
福
島
支
部
長
の

開
演
挨
拶
に
続
い
て
Ｊ
Ａ
Ｃ
ェ
ベ
レ
ス

ト
登
山
に
参
加
し
た
神
崎
理
事
よ
り
、

今
は
亡
き
植
村
直
己
氏
の
登
頂
を
想
う

話
の
あ
と
映
画
の
上
映
と
な
っ
た
。

続
い
て
宮
城
支
部
が
特
別
展
示
し
た

山
内
ピ
ッ
ヶ
ル
に
つ
い
て
、
山
内
氏
の

略
史
と
解
説
を
柴
崎
徹
会
員
が
行
な
っ

た
。
記
念
講
演
は
、
仙
台
が
は
じ
め
て

け
や
き
の
新
緑
が
映
え
る
仙
台
で
岩

さ
れ
た
。
晩
餐
会
に
先
だ
ち
午
後
二
時

手
、
秋
田
、
山
形
、
福
島
、
宮
城
の
東

三
十
分
か
ら
記
念
講
演
が

は
じ
ま

っ

北
五
支
部
に
よ
る
八
十
周
年
記
念
晩
餐

た
。
会
場
と
な

つ
た
斉
藤
報
恩
館

（ホ

会
が
五
月
十

一
日

（土
）
ホ
テ
ル
仙
台

テ
ル
仙
台
プ
ラ
ザ
隣
）
に
佐
々
会
長
は

プ
ラ
ザ
の
松
島
南
の
間
で
盛
大
に
開
催

じ
め
山
好
き
の
市
民
も
交

っ
て
会
場
入

ベ

(4)
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と
い
う
関
西
支
部
の
重
広
恒
夫
氏
が
紹

介
さ
れ
、
カ
ン
チ
エ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
の
ス

ラ
イ
ド
を
上
映
し
な
が
ら
行

な
わ
れ

た
。
午
後
五
時
三
十
分
晩
餐
会
場
の
ホ

テ
ル
仙
台
プ
ラ
ザ
松
島
南
の
間
に
移
り

晩
餐
会
が
は
じ
ま
っ
た
。
佐
々
会
長
の

挨
拶
で
は
仙
台
で
の
学
生
生
活

や

登

山
、
日
本
山
岳
会
入
会
等
の
想
い
出
や

今
後
の
抱
負
が
の
べ
ら
れ
た
。
続
い
て

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表
し
て
伊
達
宮
城

支
部
長
が
歓
迎
の
挨
拶
を
行
な

つ
た
。

乾
盃
の
音
頭
と
お
話
は
山
形
支
部
名

誉
会
員
の
後
藤
幹
次
、
宮
城
支
部
の
、

本
年
九
十
五
歳
の
平
沢
亀

一
郎
の
両
大

先
輩
が
元
気
に
盃
を
あ
げ
ら
れ
た
。

懇
親
会
が
は
じ
ま
り
記
念
演
奏
と
し

て
岩
手
支
部
の
本
田
宏
彦
会
員
の

「
ア

ル
パ
の
タ
ベ
」、
中
南
米
の
音
楽
を
聞
き

な
が
ら
盃
を
重
ね
た
。
宴
な
か
ば
北
海

道
支
部
等
の
祝
電
と
各
支
部
、
会
員
よ

り
の
御
祝
儀
が
披
露
さ
れ
た
。
宴
は
官

城
支
部
佐
藤
義
正
会
員
に
よ

る
民
謡

「さ
ん
さ
時
雨
」
で
盛
り
上
が
る
。

賑
や
か
な
テ
ー
ブ
ル
の
名
は

「姫
神

山
」
「
五
葉
山
」
「白
神
山
地
」
「森

吉

山
」
「白
鷹
山
」
「祝
瓶
山
」
「猫
魔

ケ

岳
」
「大
滝
根
山
」
「
七
ツ
森
」
「太

白

山
」
と
標
高
こ
そ
低
い
が
味
わ
い
の
あ

る
山
名
で
あ
る
。

民
謡
の
合
間
に
田
口
副
会
長
の
お
話

と
東
京
よ
り
参
加
さ
れ
た
会
員
の
紹
介

が
あ
り
、
続
い
て
各
支
部
長
よ
り
近
況

報
告
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
部
か
ら

神
崎
理
事
に
よ
る
会
務
報
告
と
こ
れ
ま

で
の
記
念
晩
餐
会
の
報
告
が
あ

っ
た
。

飛
び
入
り
の
民
謡
等
も
あ
り
楽
し
い
ひ

と
と
き
が
す
ぎ
て
ゅ
き
、
名

ご
り
惜
し
い
時
、
岡
田
秋
田

支
部
長
の
音
頭
に
よ
る
高
歳

三
唱
、
佐
藤
岩
手
支
部
長
の

御
礼
の
挨
拶
と
閉
会
の
辞
が

あ
り
午
後
七
時
三
十
分
無
事

終
了
し
た
。

こ
の
あ
と
十
五
階
レ
ス
ト

ラ
ン
メ
ー
プ
ル
に
席

を
変

え
、
会
長
、
副
会
長
を
囲
み

夜
の
更
け
る
ま

で
歓

談

し

た
。記

念
晩
餐
会
後
の
山
行
に
参

加
し
て

五
月
十
二
日
、
六
時
に
仙

台
市
役
所
前
に
集

っ
た
皆
様

は
、
昨
夜
遅
く
ま
で
親
交
を

深
め
た
様
子
で
あ
る
。
車
は
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朝
需
の
街
路
樹
を
通
り
抜
け
、
二
八
六

号
線
を
西
に
進
む
。
二
十
年
振
り
の
東

北
だ
が
、
こ
こ
も
農
家
の
藁
屋
根
が
消

え
、
舗
装
路
が
続
く
。
遠
刈
田

・
青

根

・
峨
々
温
泉
の
分
岐
を
見
過
し
て
、

旧
道
に
入
り
笹
谷
峠
で
車
を
降
り
る
。

今
日
の
目
的
地
、
神
室
山

一
、
二
五

三
房
は
宮
城

・
山
形
の
県
境
尾
根
で
仙

台
市
民
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
。
稜
線

通
し
に
行
く
と
、
し
ょ
う
じ
ょ
う
ば
か

ま
、
か
た
く
り
、
き
く
ざ
き
い
ち
り
ん

そ
う
が
大
振
り
に
咲
い
て
い
る
。
こ
の

辺
り
は
植
物
が
少
な
い
そ
う
だ
。
雪
田

が
残
り
、
本
々
は
さ
さ
や
き
、
「魁
夷

の
色
ね
」
と
後
で
感
嘆
が
あ
が
る
。
二

つ
め
の
こ
ぶ
で
一
息
入
れ
る
。
宮
城
の

人
は
、
蔵
王
は
近
く
の
山
。
朝
日
は
奥

の
山
。
飯
豊
は
遠
く
の
山
。
と
親
し
む

そ
ぅ
だ
。
月
山
も
鳥
海
も
雲
の
彼
方
に

浮
い
て
み
え
る
。
山
頂
は
健
脚
氏
に
ゆ

ず
り
引
き
返
す
。

峠
に
も
ど
る
と
、
炭
火
の
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
、
た
ら
の
芽
の
天

ぷ
ら
、

し
ど

け
、
よ
ぶ
す
ま
草
の
お
浸
し
、
ホ
ヤ
の

干
物
は
磯
の
香
が
散
り
、
雪
で
冷
や
し

た
缶
ビ
ー
ル
の
あ
と
口
に
甘
い
。
地
元

産
米
の
お
弁
当
、
春
蘭
茶
の
う
す
く
れ

な
い
で
山
頂
の
饗
宴
。

「
日
本
山
岳
会
創
立
八
十
周
年
萬
歳
」

の
三
唱
が
天
に
抜
け
る
¨
エズト

二
十
時
新
大
阪
着
。
家
荀
に
袋

一
杯

の
た
ら
の
芽
を
頂
戴
し
、
た
の
し
い
旅

で
し
た
。
　
　
　
　
　
（宗
賞
慶
子
）

チ
ベ
ッ
ト
滞
在
記多

田
等
観
著

牧
野
文
子
編

古
い
チ
ベ
ツ
ト
の
、
ラ
サ
に
入
ち
た

日
本
人
は
九
人
あ
る
。
有
名
な
河
口
慧

海
に
つ
い
て
は
、
い
う
こ
と
も
な
か
ろ

う
。
つ
い
で
、
青
木
文
教

と
多

田
等

観
、
こ
の
二
人
も
、
戦
前
に
そ
の
体
験

な
ど
を
ま
と
め
、
公
刊
し
て
い
た
。
さ

ら
に
仏
法
を
求
め
て
入

つ
た
人
に
寺
本

婉
雅
が
い
た
。
こ
の
人
の
日
記
は
ご
く

最
近
に

『
蔵
蒙
旅
日
記
』
（横
地
祥

原

編
、
芙
蓉
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
）
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
全
容
が
よ
う

や
く
は
っ
き
り
し
た
。

こ
れ
ら
四
人
の
求
道
者
と
相
前
後
し

て
、
成
田
安
輝
と
矢
島
保
治
郎
も
ラ
サ

に
入
っ
た
。
前
者
は
あ
る
特
別
の
任
務

を
帯
び
て
い
て
、
そ
の
詳
細
は
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
幸
い
、
故
松

方
二
郎
氏
が
そ
の
旅
行
の
手
記
を
発
掘

さ
れ
、
「山
岳
」
（第
六
十
五
、
六
十
六

年
、　
一
九
七
〇
―
七

一
年
）
に

『進
蔵

図

書

紹

介

入
蔵
日
誌

金矢
井島
保
治

晃郎
編著

日
誌
』
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
ま

だ
記
憶
に
新
し
い
。

矢
島
は
異
色
の
民
間
人
と
し
て
、
続

け
て
三
度
も
入
蔵
し
た
。
は
じ
め
の
四

川
省
か
ら
、
三
度
目
は
イ
ン
ド
か
ら
。

そ
し
て
ラ
サ
に
六
年
間
も
滞
在
し
、
チ

ベ
ッ
ト
軍
の
育
成
、
訓
練
に
あ
た
り
、

チ
ベ
ッ
ト
女
性
と
結
婚
し
、
帯
同
、
帰

国
し
た
。
こ
の
三
度
目
の
体
験
は
読
売

新
聞

（昭
和
十
五
年
七
月
十
五
日
か
ら

七
日
）
に
発
表
さ
れ
、
の
ち
に
同
社
編

『
支
那
辺
境
物
語
』
（誠
文
堂
新
光
社
、

昭
和
十
五
年
）
の
中
に

「東
洋
秘
密
国

西
蔵
潜
入
行
」
（二
十
三
―
五
十
八
頁
）

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

戦
後
に
な
っ
て
、
石
川
順
著

『
砂
漠

に
咲
く
花
』
（私
家
版
、
昭
和
三
十

五

年
）
に
十
二
頁
ほ
ど
紹
介
さ
れ
た
が
、

前
記
の
書
と
も
ど
も
、
稀
親
本
で
あ
る

た
め
、
矢
島
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
き
ら
い
が
あ

っ
た
。
名
前
か
ら
し
て

保
次
郎
な
の
か
保
治
郎
な
の
か
、
は
っ

き
り
し
な
か
っ
た
。

こ
こ
に
紹
介
す
る

『
入
蔵
日
誌
』
は

生
誕
百
年
記
念
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の

で
あ
る
。
第

一
部
は
イ
ン
ド
か
ら
ラ
サ

ま
で
の
日
記
風
旅
行
記
、
第
二
部
は
読

売
新
聞
か
ら
の
転
載
で
、
ラ
サ
滞
在
の

六
年
に
つ
い
て
。
第
三
部
は
伝
記
、
そ

し
て
最
後
に
年
譜
が
収
録

さ

れ

て

い

る
。
残
念
な
が
ら
、
こ
こ
に
も
四
川
省

か
ら
の
入
蔵
記
が
見
ら
れ
な
い
が
、
原

資
料
が
な
け
れ
ば
、
致
し
方

な
か

ろ

う
。
小
冊
子
な
が
ら
、
編
集
者
の
金
井

氏
は
好
資
料
を
世
に
送

っ
て
く
れ
た
。

多
田
等
観
は
ラ
マ
教
研
究
の
た
め
、

(5)
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ラ
サ
に
十
年
も
滞
在
し
た
。
そ
れ
に
基

づ
い
て
著
さ
れ
た
の
が

『
チ
ベ
ツ
ト
』

（岩
波
新
書
、
昭
和
十
七
年
、
新
装
版

昭
和
五
十
七
年
）
で
あ
っ
た
。
入
蔵
の

様
子
は
、
ブ
ー
タ
ン
を
通
り
、
約
二
十

五
日
で
ラ
サ
に
到
着
と
、
序
文
に
た
っ

た
三
行
し
か
な
い
。
そ
こ
で
だ
れ
し
も

思
う
こ
と
は
、
も

っ
と
詳
し
い
話
を
聞

き
た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
。

故
牧
野
文
子
氏
が
す
で
に
そ
れ
を
さ

れ
て
い
た
。
昭
和
三
十

一
年
に
聞
き
書

き
の
原
稿
が
出
来
上

っ
て

い
た
と

い

う
。
い
か
な
る
事
情
が
あ
っ
た
の
か
知

ら
な
い
け
れ
ど
、
昭
和
四
十
二
年
に
著

者
が
逝
き
、
編
者
の
牧
野
氏
も
五
十
八

年
に
旅
立
た
れ
た
。
し
か
し
、
二
人
は

い
い
も
の
を
遺
さ
れ
た
。
岩
波
版
よ
り

も
や
さ
し
く
、
そ
れ
で
い
て
、
そ
の
間

を
埋
め
て
く
れ
る
書
が
、
よ
う
や
く
日

の
目
を
見
た
。

期
せ
ず
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
の
先
駆
者

の
二
書
が
書
架
に
並
ん
だ
が
、
新
し
い

チ
ベ
ッ
ト
を
知
る
上
に
も
、
貴
重
な
資

料
と
な
る
に
違
い
な
い
。

な
お
、
戦
時
中
に
行
動
し
て
い
た
木

村
肥
佐
生
と
西
川

一
三
は
、
そ
の
著
書

で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
も
う

一
人
の
野
本
甚
蔵
は
ど
う
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
く
わ
し
い
足
跡
、
記
録
が

知
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

『
入
蔵
日
誌
』

昭
和
五
十
八
年

一
月

二
十
二
日
、
チ
ベ
ッ
ト
文
化
研
究

所
発
行
、　
一
四
七
ペ
ー
ジ
、
定
価

一
八
〇
〇
円

『
チ
ベ
ッ
ト
滞
在
記
』
　

一
九
八
四
年

武
甲
山
は
か
つ
て
名
峰
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
今
で
は
す
さ
ま
じ
い
自
然
破

壊
の
姿
を
さ
ら
し
て
い
る
。
そ
の
姿
は

悲
壮
で
す
ら
あ
る
。
恐
ら
く
武
甲
は
わ

が
国
山
岳
の
自
然
破
壊
の
原
点
で
は
な

か
ろ
う
か
。

自
然
保
護
委
員
会
で
は
、
そ
の
自
然

破
壊
の
現
状
を
つ
ぶ
さ
た
視
察

す

べ

く
、
さ
る
五
月
十
八
―
十
九
日
の
両
日

に
わ
た
り

「秩
父
の
自
然
観
察
山
行
」

を
行
な
っ
た
。

参
加
者
は
遠
藤
委
員
を
中
心
に
十
四

名
。
そ
れ
に
地
元
埼
玉
県
み
ど
り
の
推

進
員
黒
沢
和
士
雄
氏
の
協
力
の
も
と
に

こ
の
武
甲
登
山
は
実
施
さ
れ
た
。

前
日
の
十
八
日
は
、
秩
父
鉄
道
武
州

日
野
駅
よ
り
の
日
野
渓
谷
キ
ヤ
ン
プ
場

近
く
の
麟
太
郎
小
屋
に
そ
れ
ぞ
れ
夕
刻

ま
で
に
集
合
。
こ
の
麟
太
郎
小
屋
も
地

元
の
協
力
に
よ
る
も
の
で
、
使
用
は
勝

手
と
の
こ
と
。
夜
は
地
酒

「武
甲
」
と

山
菜
の
テ
ン
プ
ラ
に
舌
づ
つ
み
を
打
ち

武

甲

山

の

自

然

破

壊

を

視

る

四
月
二
十
五
日
、
自
水
社
発
行
、

二
三
〇
ペ
ー
ジ
、
定
価

一
八
〇
〇

円
　
　
　
　
　
　
（薬
師
義
美
）

自
然
保
護
委
員
会

な
が
ら
自
然
保
護
を
語
り
合

っ
た
。

翌
十
九
日
も
快
晴
に
恵
ま
れ
た
。

麟
太
郎
小
屋
よ
り
沢
井
、
黒
沢
（和
）

両
氏
の
車
で
武
甲
登
山
口

（浦
山
口
林

道
終
点
）
ま
で
送

っ
て
貰
い
、
登
山
は

開
始
さ
れ
た
。
こ
の
登
山
道
は
長
者
屋

敷
尾
根
と
呼
ば
れ
、
普
通
は
下
山
道
に

使
う
も
の
で
急
坂
で
あ
る
。
か
な
り
苦

し
い
登
り
で
あ
る
が
、
そ
ん
な
中
で
も

目
ざ
と
く
植
物
を
見
つ
け
て
そ
の
名
前

の
同
定
に
忙
し
い
。
さ
す
が
は
自
然
保

護
委
員
で
あ
る
。

西
参
道
は
本
年

一
月
よ
り
危
険
と
な

り
通
行
禁
止
、
さ
ら
に
頂
上

（？
）
直

下
に
な
る
と
他
の
山
で
は
見
ら
れ
な
い

発
破
退
避
所
が
次
々
に
出
て
く
る
。
こ

れ
は
こ
の
コ
ー
ス
だ
け
で
も
実
に
六
箇

所
も
あ
っ
た
。

御
岳
神
社
を
経
て
ま
ず
第
二
展
望
台

へ
。日

の
前
に
無
惨
な
自
然
破
壊
の
現
状

が
さ
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
は
す
さ
ま
じ
い

ス
キ
ー
安
全
学
会

日”
〔①
【”
”
〓
〇
”
”
【　
∽
て
晏
ＰＵ
Ｏ
∽】Ｃ
口
〇
”
∽
Ｆ
一
日
′【”
口
【目
”
”
ｐ
一

∽
〓
Ｆ
∞
∽
”
ｈｏ
ぐ

（
ス
キ
ー
傷
害
と
ス
キ
ー
安
全
シ

ン
ポ

ジ
ウ
ム
）
の
第
六
回
会
議
が

一
九
八
五

・
四

・
二

一
―
二

六
の
間
、
新
潟
県
苗
場
で
行
な
わ
れ
た
。

の
一
語
に
尽
き
た
。

武
甲
山
は
昭
和
五
十
四
年
ま
で
は
ま

だ
頂
上
が
残
さ
れ
て
い
た
が
、
遂
に
今

で
は
完
全
に
山
頂
は
消
え

て
し
ま

っ

た
。
あ
あ
／
・

名
山
消
ゆ
、
と
往
時
を

知
る
委
員
た
ち
は
息
を
の
ん
だ
。

つ
い
で
第

一
展
望
台

へ
。

そ
こ
に
、
か
つ
て
山
頂
に
あ
っ
た
銅

製
の
展
望
盤
が
移
さ
れ
、
標
高
の
部
分

は
抹
消
さ
れ
て
い
た
。
か
つ
て
武
甲
山

は

一
三
二
六
房
の
高
さ
を
誇
り
、
奥
武

蔵
に
あ
っ
て
は
抜
群
、
文
句
な
く
盟
主

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
や
そ
の
三
角

点
は
神
社
右
奥
の
小
さ
な
鐘
楼
の
す
ぐ

下
に
お
ろ
さ
れ
、
標
高
は

一
二
九
五
口月

と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
実
に
四
一
房
も

低
く
な
り
、
友
峰
の
大
持
山
と
ほ
ぼ
肩

を
並
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

脚
下
に
は
巨
大
な
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル

が
う
な
り
、
砂
じ
ん
を
上
げ
て
い
る
。

各
委
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
こ
め
て

こ
れ
ら
の
惨
状
に
立
ち
す
く
む
の
み
で

あ

っ
た
。
既
に
二
億
ト
ン
も
の
石
灰
岩

を
採
掘
し
た
と
い
わ
れ
、
こ
れ
で
は
さ

す
が
の
武
甲
山
も
た
ま
っ
た
も
の
で
は

東
京
医
大
教
授
　
早
田
義
博
会
長
、

当
番
幹
事

関
口
令
安
両
先

生

を
始

め
、
東
京
医
大
の
諸
先
生
の
お
世
話
の

も
と
で
、
第
五
回
日
本
登
山
医
学
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
六
月
八
日
、
九
日
、
上
高

地
西
糸
屋
旅
館
で
五
十
数
名
の
会
員
が

集
り
開
催
さ
れ
た
。

な
い
。

視
察
後
、
神
社
脇
で
昼
食
は
お
に
ぎ

り
、
そ
し
て
小
西
委
員
の
背
負
い
上
げ

て
く
れ
た
大
き
な
西
瓜
の
デ
ザ
ー
ト
と

豪
華
な
も
の
だ
っ
た
。

下
山
は
シ
ラ
ジ
ク
ボ
か
ら
橋
立
川
渓

谷

へ
。
こ
ち
ら
は
一
転
し
て
武
甲
前
面

と
は
逆
に
オ
オ
ル
リ
や
ホ
ト
ト
ギ
ス
、

ウ
グ
イ
ス
の
声
が
と
ど
ろ
き
、
草
山
吹

の
色
が
鮮
か
、
そ
し
て
自
然
の
ま
ま
の

渓
谷
美
が
残
さ
れ
て
い
て
、
わ
れ
わ
れ

は
充
分
そ
の
自
然
に
慰
め
ら
れ
た
。

西
武
秩
父
駅
で
お
世
話
に
な
っ
た
黒

沢

（和
）
氏
に
感
謝
し
つ
つ
別
れ
、　
一

部
の
委
員
は
武
甲
の
主
、
清
水
武
甲
氏

宅

へ
、
他
は
西
武
線
の
車
中
の
人
と
な

っ
た
が
、
な
か
な
か
有
益
な
る
自
然
観

察
山
行
の
二
日
間
で
あ

つ
た
。

参
加
者

・
順
不
同
　
黒
沢
和
士
雄
埼

玉
県
み
ど
り
の
推
進
員
、
中
村
純
二
、

中
村
あ
や
、
国
見
利
夫
、
中
保
、
小
倉

厚
、
斎
藤
か
つ
ら
、
遠
藤
光
男
、
関
塚

貞
亨
、
池
田
剛
、
沢
井
政
信
、
菅
野
弘

章
、
小
西
奎
二
、
梨
羽
時
春
、
黒
沢
秀

雄
　
　
　
　
　
　
　
　
（小
倉
　
厚
）

医

療

委

員

会

本
年
は
、
高
地
肺
水
腫

・
高
山
病
、

登
山

一
般
、
低
圧

・
寒
冷
環
境
、
高
所

環
境
、
低
酸
素
、
環
境
変
化
等
の
六
部

門
、
十
八
演
題
が
活
発
に
討
論

さ

れ

た
。
そ
の
う
ち
、
低
酸
素
状
態
下
の
生

理
学
的
事
項
や
無
酸
素
登
山
の
後
遺
症

の
問
題
は
、
今
後
高
所
登
山
に
対
す
る

登

山

医

学

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

(6)
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本
会
は
ス
キ
ー
の
安
全
を
研
究
す
る
医
学
者
、
工
学
者

の
集
り
で
、
ス
キ
ー
の
組
織
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
発
表

さ
れ
た
論
文
は
日
本
山
岳
会
々
員
に
も
参
考
に
な
る
こ
と

が
多
く
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

ｏ
ド
イ
ツ
で
は
雪
崩
に
埋
没
し
た
人
を
発
見
す
る
た
め
の

小
型
送
受
信
器
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
小
型
の
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
ー
ラ
ヂ
オ
程
度
の
大
き
さ
で
、
各
人
が
携
行
し
、
雪

崩
に
埋

っ
た
と
き
に
発
振
す
る
。
生
存
者
が
受
信
に
切
換

え
て
捜
索
す
る
。

メ
ｌ
ヵ
ｌ
に
よ
っ
て
周
波
数
が
三
種
類
あ
り
、
統

一
さ

れ
て
い
な
い
の
が
難
点
で
あ
る
。
価
格
は

一
〇
ド
ル
程
度

で
あ
る
。

ス
エ
ー
デ
ン
で
は
レ
ー
ダ
ー
波
を
反
射
す
る
極
く
小
型

の
ダ
イ
オ
ー
ド
装
置
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
反
射
す
る
だ

け
な
の
で
電
源
が
不
要
な
の
が
緊
急
時
用
と
し
て
実
用
的

で
あ
る
が
、
捜
索
用
の
レ
ー
ダ
ー
を
短
時
間
に
現
場
に
到

着
さ
せ
る
問
題
が
あ
る
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
捜
索
す
る
こ

と
も
可
能
で
、　
一
個
の
価
格
は
数
ド
ル
で
あ
る
。

○
フ
ラ
ン
ス
の
ス
キ
ー
場
は
大
型
化
し
、
相
互
に
往
復
で

き
る
よ
う
に
連
続
し
て
き
た
の
で
、
事
故
の
救
出
に
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
を
利
用
す
る
方
法
が
と
ら
れ
た
。
昨
シ
ー
ズ
ン

は

一
五
の
ス
キ
ー
場
に
対
し
て
、　
一
基
地
か
ら
出
動
す
る

態
勢
と
し
た
。
保
険
の
シ
ス
テ
ム
を
改
め
た
の
で
一
回
の

出
動
の
経
費
は
平
均

一
四
〇
ド
ル
で
あ
っ
た
。

○
ス
キ
ー
の
負
傷
は
、
こ
こ
十
数
年
の
間
に
著
し
く
減

っ

て
い
る
。
安
全
締
具
に
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
、
Ｂ
ｆ

ｕ
の
規
格
が
出

来
て
、
製
造
と
調
節
が
正
し
く
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
で
あ
る
が
、
然
し
負
傷
が
零
に
な
っ
た
の
で
は
な

Ｉ
Ａ
Ｓ
は
怪
骨
の
太
さ
を
基
本
に
、
Ｂ
ｆ

ｕ
は
体
重
を

基
準
に
し
て
、
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
カ
ル
な
考
え
方
か
ら
安
全

キ．
締
具
の
解
放
の
モ
ー
メ
ン
ト
の
大
き
さ
を
算

出

し
て

い

フ
０

。然
し
、
骨
折
や
拾
挫
の
起
因
と
な
る
危
険
な
姿
勢
が
持

つ
力
が
安
全
締
具
に
伝
達
さ
れ
な
い
と
締
具
の
解
放
は
作

動
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
当
然
と
し
て
理
解
さ
れ
る
が
、

靴
が
柔
か
過
ぎ
た
り
、
大
き
く
て
余
裕
が
あ
っ
た
り
す
れ

ば
体
が
危
険
な
姿
勢
に
な
っ
て
も
、
そ
の
危
険
な
力
は
安

全
締
具
に
伝
達
さ
れ
な
く
て
締
具
の
解
放
が
作
動
し
な
い

こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
を
含
め
て
Ｉ
Ａ
Ｓ
や
Ｂ
ｆ

ｕ
は
靴
の
規
格
を

定
め
て
い
る
。

靴
に
問
題
が
あ
り
得
る
場
合
に
は
安
全
締
具
に
靴
を
セ

ッ
ト
し
、
試
験
機
で
ト
ル
ク
を
か
け
て
み
る
の
が
確
実
で

あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ス
ポ
ー
ッ
シ
ョ
ッ
プ
に
試
験
機

が
備
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
試
験
機
の
経
年
変
化
と
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ヨ
ン
に

つ
い
て
発
表
が
な
さ
れ
た
。

靴
に
力
を
加
え
る
と
靴
が
変
形
す
る
が
、
力
と
変
形
量

と
の
間
に
ヒ
ス
テ
レ
シ
ス
ル
ー
プ
が
描
か
れ
る
。
こ
の
面

積
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
か
ら
脚
に
と
っ
て
危
険
な
要
素

で
あ
る
が
、
靴
に
よ

っ
て
大
い
に
異
る
こ
と
が
発
表
さ
れ

た
。登

山
用
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
兼
用
靴
は
歩
行
の
た
め
独
特

の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
で
は
心
配

で
あ

る
。
靴
底
の
形
状
な
ど
の
た
め
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
、
Ｂ
ｆ

ｕ
の
靴

の
規
格
に
完
全
に
合
格
す
る
の
は
無
理
で
も
安
全
が
保
証

さ
れ
る
よ
う
希
み
た
い
。

登

山

靴

は

Ｉ

Ａ

Ｓ

、

Ｂ

ｆ

ｕ

と

は

別

の

も

の

で

あ

る

。

膝
の
傷
害
に
つ
い
て
、
関
節
鏡
の
診
断
と
十
字
靭
帯
断

裂
の
治
療
等
の
発
表
が
十
題
行
な
わ
れ
た
。
膝
の
損
傷
は

増
え
て
お
り
、
然
も
重
症
が
多
い
。

膝
を
深
く
曲
げ
た
と
き
、
筋
肉
に
か
か
る
張
力
に
つ
い

て
の
研
究
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
研
究
に
よ
り
、
曲
進
系

と
呼
ば
れ
る
ス
キ
ー
技
術
は
危
険
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

深
雪
中
で
こ
の
技
術
は
や
ら
な
い
方
が
よ
い
。（松

丸
秀
夫
）

スキー安全学会

登
山
者

へ
の
医
学
知
識
の
普
及
と
い
う

点
で
、
大
変
示
唆
に
富
む
内
容
で
あ

っ

た
。
次
に
、
「無
酸
素
登
山
を
ど

の
よ

う
に
考
え
る
か
」
と
い
う
自
由
討
論
会

で
は
、
山
登
り
に
対
す
る
究
極

目
的

と
、
医
者
と
し
て
の
立
場
―
無
酸
素
が

生
体
に
与
え
る
影
響
、
の
二
つ
の
立
場

か
ら
白
熱
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

二
つ
の
立
場
は
、
基
本
に
立
つ
視
点
が

全
く
異
な
る
の
で
、
結
論

は
出

な

い

が
、
早
期
診
断

・
早
期
治
療
が
健
康
維

持
の
上
で
必
要
で
あ
り
、
ま
た
予
防
医

学
と
い
う
面
で
い
ろ
い
ろ
な
医
学
知
識

が
普
及
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
、
安
全

登
山
の
目
ざ
す
目
的
の
一
つ
と
し
て
、

無
酸
素
状
態
が
生
体
に
与
え
る
医
学
的

事
項
を
登
山
者
に
認
識
し
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
大
方
の
意
見
の
一
致
を
み
た
。

こ
の
他
に
は
、
会
長
講
演
と
し
て
、

「
ム
ス
タ
ン
を
訪
れ
て
」
が
、
正
式
許

可
の
も
と
で
の
訪
問
談
で
あ
り
、
美
し

い
写
真
と
と
も
に
大
変
興
味
深
い
講
演

で
あ

っ
た
。
何
の
道
で
も
そ
う
で
あ
る

が
、
人
か
ら
信
頼
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

の
大
切
さ
を
感
じ
た
。

な
お
次
回
は
、
昭
和
六
十

一
年
二
月

二
十

一
日
、
六
月

一
日
に
聖
マ
リ
ア
ン

ナ
医
大
、
長
尾
悌
夫
教
授
の
お
世
話
で

開
催
さ
れ
る
予
定

で
あ

る
。　
こ
の
会

は
、
医
者
ば
か
り
で
な
く
、　
一
般
登
山

者
も
含
め
て
登
山
医
学
に
興
味
あ
る
人

を
対
象
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
沢

山
の
方
の
参
加
を
希
望
し
ま
す
。
ま
た

過
去
四
回
の
記
録
は
、
登
山
医
学
と
い

う
雑
誌
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す

の

で
、
是
非
ご

一
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。
こ

の
雑
誌
は
、
山
岳
会
事
務
局
で
一
冊
三

〇
〇
〇
円
で
取
り
扱

っ
て
お
り
ま
す
。

（担
当
理
事
　
浜
口
欣

一
）

本
会
秘
蔵
フ
ィ
ル
ム

映
写
会
と
講
演
会

フ
ィ
ル
ム
委
員
会

日
時
　
四
月
十
三
日

（土
）

場
所
　
本
会
ル
ー
ム

・
映
画
　
一
九
二
九
年

「冬
の
ロ
ー
タ

ン
峠
」

ｏ
講
師
　
三
田
幸
夫
名
誉
会
員
、
宮
持

優
氏

（海
外
協
力
隊
）、細
川
沙
多

子
氏

（デ
オ

・
テ
ィ
バ
隊
長
）

日
本
山
岳
会
で
は
数
多
く
の
遠
征
記

録
映
画
及
び
個
人
作
品
に
よ
る
山
岳
映

画
、
ス
キ
ー
映
画
な
ど
、
貴
重
な
フ
ィ

ル
ム
を
保
管
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
フ
ィ
ル
ム
を
多
く
の
会
員

の
皆
様
に
ご
紹
介
し
鑑
賞
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

恒
例
の
秘
蔵
フ
イ
ル
ム
映
写
会
は
こ

う
し
た
フ
イ
ル
ム
の
中
よ
り
、　
一
昨
年

六
月
、
名
誉
会
員
三
田
幸
夫
氏
よ
り
日

本
山
岳
会
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
、
当
時

最
新
の
ミ
ネ
コ
ダ

ッ
ク
十
六
ミ
リ
ヵ
メ

ラ
に
よ
り
撮
影
さ
れ
た

「冬
の
ロ
ー
タ

ン
峠
」

一
九
二
九
年

（
モ
ノ
ク
ロ
、
二

十
三
分
サ
イ
レ
ン
ト
）
の
フ
ィ
ル
ム
を

三
田
氏
の
講
演
の
後
、
鑑
賞
致
し
ま
し

た
。講

演
は
三
田
幸
夫
氏
は
じ
め
海
外
協

力
隊
の
官
持
優
氏
、
パ
ン
ジ
ャ
ブ
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
デ
オ

・
テ
ィ
バ
隊
長
細
川
沙
多

(7)
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気
象
と
気
象
学

（
５
、
６
）

「
日
時
　
二
月
十
四
日

（本
）、
四
月
十

一
日

（木
）
ヨ

Ｆ
講
師
　
大
井
正

一
氏
、
場
所
　
本
会
ル
ー
ム
　
　
」

第
五
回
講
座

前
回
に
引
続
い
て
雲
の
分
類
、
大
気
中
の
気
塊
の
垂
直

方
向
の
運
動
と
雲
の
生
成
、
山
の
影
響
の
話
と
豊
富
な
ス

ラ
イ
ド
に
よ
る
説
明
が
あ

つ
た
。

別
掲
の
図
は
前
日
か
ら
し
ば
し
ば
出
て
く
る
エ
マ
グ
ラ

ム
で
あ
る
。
な
お
使
用
教
科
書
は

『新
版
気
象
学
概
論
』
。

第
六
回
講
座

雲
の
見
方
　
対
流
雲
は
積
雲
Ｃｕ
と
積
乱
雲
Ｃｂ
の
二
種
で

あ
る
。

Ｃｕ
つ
み
ぐ
も
、
は
底
は
平
ら
で
、
頭
は
ド
ー
ム
状

で
対
流
を
示
し
て
い
る
。
輪
廓
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
間

は
過
冷
却
水
滴
よ
り
成

っ
て
い
る
。
こ
れ
が
ぼ
や
け
て
く

る
と
氷
晶
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
、

Ｃｂ
た
ち
ぐ
も
、
と
す

る
。
氷
結
温
度
は
大
体
負
三
〇
℃
位
で
あ
る
。

Ｃｕ
と
ぃ
つ

て
も
色
々
あ
る
の
で
、
四
種
、　
一
変
種
、
二
補
助
雲
、
五

付
属
雲
に
分
け
て
述
べ
な
い
と
は
っ
き
り
し
な
い
。
山
で

は
Ｃｕ
の
発
生
、
発
達
の
状
況
を
よ
く
見
て
お
く
こ
と
が
雷

災
防
止
に
つ
な
が
る
。

第
四
章
降
水
の
物
理
は
大
体
教
科

書
の
通
り
で
あ
る
。
雲

中

の
水
滴

湿

っ
た
も
の
を
も
や
と
い
い
、
乾
い

た
も
の
を
畑
霧
と
い
う
。
水
面
上
に

発
生
す
る
場
合
、
水
の
方
が
高
温
の

場
合
を
蒸
気
霧
、
低
温
の
場
合
を
、

移
流
霧
と
い
う
。
温
暖
前
線
で
、
雨

が
冷
気
中
で
蒸
発
す
る
場
合
を
前
線
　
ｚ

霧
と
い
う
。
よ
く
晴
れ
た
夜
に
は
、
下
層
に
放
射
霧
が
生

ず
る
が
、
山
で
は
し
ば
し
ば
雲
海
と
な
る
。

雨
滴
の
ス
ケ
ー
ル
は
雲
粒
と
百
万
倍
も
違
う
か
ら
、
雲

か
ら
雨
が
出
来
る
訳
で
は
な
い
。
水
滴
の
飽
和
水
蒸
気
圧

は
氷
品
の
そ
れ
よ
り
も
大
き
い
の
で
、
雲
中
に
過
冷
却
水

滴
と
氷
品
が
共
存
す
る
場
合
、
水
滴
は
蒸
発
し
、
氷
品
が

急
速
に
成
長
し
雨
と
な
る
。
こ
れ
を
ベ
ル
シ
エ
ロ
ン
の
氷

晶
説
と
い
う
。　
一
方
上
昇
気
流
に
よ
り
水
滴
が
集
ま
り
な

が
ら
、
ゆ
っ
く
り
落
下
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
雨
滴
は
出

来
る
。
こ
れ
を
ラ
ン
グ
ミ
ュ
ア
の
付
着
成
長
説
と
い
う
。

日
本
の
本
州
以
北
で
は
殆
ど
前
者
で
、
南
で
は
後
者
も
起

る
。
ボ
ン
ネ
グ
ー
ト
は
沃
化
銀
が
六
方
晶
系
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
人
工
降
雨
を
考
え
、
日
本
で
も
行
な
わ
れ

て

い

る
。
雪
片
の
結
晶
形
と
気
温
、
湿
度
と
の
関
係
は
、
中
谷

ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
で
示
さ
れ
る
。
ソ
連
で
は
大
砲
で
雷
と
雹

の
防
止
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
霧
氷
は
樹
霜

（木
花
）、樹

氷

（
エ
ビ
ノ
シ
ッ
ポ
）
、
粗
氷

（透
明
）
の
三
種
に
分
類

さ
れ
、
蔵
王
の
モ
ン
ス
タ
ー
は
、
雪
、
樹
氷
、
粗
氷
の
合

成
物
で
あ
る
。

出
席
者
　
南
川
金

一
、斉
藤
か
つ
ら
、

小
田
木
知
江
、
石
井
恵
美
子
、
長
谷

Ｔ
　
田
茂
雄
、
星
野
由
希
子
、
重
村
清
、

榊
原
保
志
、
中
村
純
二
、
深
谷
諭
、

林
基
生
、
三
栖
寿
生
、
高
橋
詢
、
前

３
　
野
十
行
、
原
田
衛
、
城
所
邦
夫
、
岡

田
安
代

な
お
、
本
講
座
に
出
席
で
き
な
い

ハ

人
の
た
め
に
プ
リ
ン
ト
を
作

っ
て
あ

り
ま
す
の
で
、
プ
リ
ン
ト
代

（
一
〇

円
切
手
×
回
数
）
に
郵
送
料

（六
〇

円
切
手
二
枚
）
を
添
え
て
左
記
宛
に

お
申
込
み
下
さ
い
。

〒
１６５
　
中
野
区
若
宮
三
ノ

一
四
ノ
一

三
　
大
井
正

一

下 が に 滴 り つ は
の

`必
は の ｀

に ｀

場 要
｀
ま 負 よ 曲

合 で そ ま 三 つ 率
で あ の で ○ て 効｀

る 核 あ
°C飽 果

一
°

と る 位 和
｀

粁 霧 な
°
ま 蒸 溶

以 は る 雲 で 気 質
上 視 工 粒 は「「

効
の 程 工 が 過 案 果
場 一 口 出 冷 笙

｀

合 粁 ゾ 来 却 卜の｀
以 ル る 水 が 二

~｀
稜雨下

止 す寸ラ凧 面

＼rV

ヽ
′″

0

子
氏
に
依
り
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。三

田
氏
の
当
時
の
い
ろ
い
ろ
な
想
い

出
話
の
中
で
、
登
山
道
具
の
な
い
イ
ン

ド
で
山
行
準
備
に
苦
労
さ
れ
た
話
、
ま

た
宮
持
氏
は
昭
和
三
十

一
年
及
び
昭
和

五
十
二
年
の
カ
シ
ミ
ー
ル
・
ラ
ダ
ッ
ク

に
行
か
れ
た
時
の
話
を
、
ス
ナ
ッ
プ
写

真
を
回
覧
し
な
が
ら
解
説

さ
れ

ま

し

た
。
細
川
氏
の
日
本
女
性
初
の
ヒ
マ
ラ

ヤ
遠
征
の
苦
労
、
想
い
出
話
な
ど
映
写

後
三
田
氏
を
囲
ん
で
し
ば
し
懇
談
し
、

映
写
会
を
終
了
致
し
ま
し
た
。

次
回
秘
蔵
フ
イ
ル
ム
映
写
会
に
も
多

く
の
会
員
の
皆
様
の
ご
出
席
を
お
待
ち

申
し
上
げ
ま
す
。

出
席
者
　
宮
持
　
優
、
鴫
原
啓
佑
、
近

藤
　
等
、
渡
辺
正
臣
、
斉
藤
　
桂
、
三

枝
明
徳
、
早
川
　
滉
、
平
戸
孝
夫
、
原

謙

一
、
佐
山
邦
彦
、
山
県

一
雄
、
金
坂

一
郎
、
増
田
洋
子
、
細
川
沙
多
子
、
穴

田
雪
江
、
内
藤
俊
夫
、
藁
科
光
雄
、
坂

本
正
智
、
織
田
沢
美
知
子
、
園
部
み
ち

子
、
中
村
純
二
、
大
蔵
豊
彦
、
千
葉
保

之
、
大
橋
　
晋
、
松
家
　
晋
以
上
二
十

五
名
　
　
　
　
　
　
　
（藁
科
光
雄
）

二〓
　

秋

田
支
部

総
会
報

告

昭
和
六
十
年
度
の
秋
田
支
部

総
会

は
、
去
る
五
月
十
九
日
午
後
○
時
三
十

分
よ
り
、
秋
田
市
の
労
働
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

佐
々
木
常
務
委
員
の
開
会
の
こ
と
ば

に
始
り
、
出
席
並
び
に
委
任
会
員
を
確

認
。
岡
田
支
部
長
挨
拶
の
後
、
支
部
長

を
議
長
に
指
名
し
議
事
は
進

行

さ

れ

た
。

○
昭
和
三
十
九
年
度
事
業
報
告

◎
昭
和
五
十
九
年
度
決
算
監
査
報
告

◎
昭
和
六
十
年
度
事
業
計
画

山
行

（
二
十
五
周
年
記
念
山
行
と
し

根
烈
岳
、
自
子
森
）、
会
報

発
行

（
二

回
）、
そ
の
他

◎
昭
和
六
十
年
度
予
算
案

十
四
万
八
千
円
。
五
十
八
年
以
前
の

未
納
も
再
請
求
。
来
年
度
は
値
上
予
定

◎
そ
の
他

二
十
五
周
年
記
念
品
と
し
て
絆
天
を

実
費
配
布
。
創
立
八
十
周
年
記
念
晩
餐

会

（仙
台
）
参
加
報
告
。
ブ
ナ

・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
ヘ
の
協
力
。
そ
の
他

◎
支
部
会
員
確
認

五
十
四
名
。
除
籍
二
名
。

以
上
承
諾
さ
れ
、
続
い
て
役
員
改
選

に
入
り
、
懇
親
会
の
後
、
午
後
六
時
散

会
し
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り

（留
任
）

顧
問

（柴
田
均
二
）
、
支
部
長

（岡

田
光
行
）
、
副
支
部
長

（福
田
文
二
）
、

委
員

（進
藤
昭
、
佐
藤
兼
治
、
佐
々
木

民
秀
、
中
川
広
二
郎
、
藤
原
健
、
北
林

嘉
鶴
子
、高
橋
守
）
監
事

（柳
谷
正
義
、

子
吉
格
郎
）
　

　

　

（佐
々
木
民
秀
）

〓
　

北
海
道
支
部
総
会
報
告

昭
和
六
十
年
度
北
海
道
支
部
総
会
は

六
月
一
日
、
リ
ラ
の
花
盛
り
の
街
、
札

幌
駅
前
通
り
雪
印
パ
ー
ラ
ー
で
開
か
れ

た
。先

ず
橋
本
支
部
長
の
挨
拶
と
、
東
京

の
支
部
長
会
議
報
告
。
続
い
て
、
及
川

議
長
の
采
配
に
よ
る
議
事
に
移
り
、
昭

(8)
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和
三
十
九
年
度
収
支
決
算
、
事
業
報

告
。
昭
和
六
十
年
度
収
支
予
算
、
事
業

計
画
案
が
承
認
さ
れ
、
支
部
役
員
は
、

左
記
の
通
り
選
任
さ
れ
た
。

続
い
て
、
創
立
八
十
周
年
記
念
晩
餐

会
と
記
念
山
行

（暑
寒
別
岳
）
の
実
施

説
明
が
行
な
わ
れ
る
と
、
参
加
申
込
み

が
相
次
ぎ
、
事
務
局
は
嬉
し
い
悲
鳴
／
。

支
部
費
納
入
促
進
、
事
業
を
多
く
等
の

要
望
が
あ
っ
た
。

こ
の
あ
と
懇
親
会
は
、
伊
藤
紀
克
評

議
員
の
音
頭
で
乾
盃
。
新
集
会
委
員
の

沢
田
さ
ん
の
挨
拶
や
、
今
西
元
会
長
来

道
山
行
同
行
談
等
で
賑
や

か

で
あ
っ

た
。
例
に
よ

っ
て

『
鶴
』

『藤
』
と
続

く
二
次
、
三
次
会
で
帰
宅
を
忘
れ
る
ほ

ど
で
あ
っ
た
。

◎
支
部
委
員

支
部
長
　
橋
本
誠
二
、
副
支
部
長
　
芳

賀
孝
郎
、
兼
平
治
水
、
自
然
保
護
　
小

林
　
年
、
辻
井
達

一
、
会
報
　
高
沢
光

雄
、
石
井
忠
雅
、
久
保
田
優

一
、
集
会

企
画
　
野
田
四
郎
、集
会
　
浅
利
欣
吉
、

柳
田
凍
子
、
亀
井
秀
子
、
三
浦
勝
幸
、

沢
田
長
子
、
事
務
局
　
平
野
　
明
、
水

科
行
雄
、
監
事
　
井
後
幸
太
郎
、
木
下

恵
子

◎
六
十
年
度
事
業
計
画

七
月
十
三
日
　
創
立
八
十
周
年
記
念
山

行
　
暑
寒
別
岳
登
山

七
月
十
四
日
　
創
立
八
十
周
年
記
念
晩

餐
会
　
北
方
圏
セ
ン
タ
ー

九
月
二
十
八
日
　
観
月
会

十
二
月
七
日
　
忘
年
会

六
十

一
年
二
月
　
ス
キ
ー
合
宿

出
席
者
　
三
浦
勝
幸
、
浅
利
欣
吉
、
山

川
力
、
新
妻
徹
、
野
田
四
郎
、
石
崎
貞

子
、
柳
田
凍
子
、
横
江

一
郎
、
小
林
年
、

兼
平
治
水
、
伊
藤
紀
克
、
石
井
忠
雅
、

佐
々
木
喜

一
、
横
田
春
雄
、橋
本
誠
二
、

平
野
明
、
沢
田
長
子
、
亀
井
秀
子
、
水

科
行
雄
、
及
川
敬

一
、
末
岡
睦

（平
野
　
明
）

二〓
　

静

岡
支

部

総
会
報
告

静
岡
支
部
総
会
は
、
六
月
八
日
、
静

岡
駅
前
珠
賀
美
神
社
社
務

所

で
開

か

れ
、
昭
和
五
十
九
年
度
事
業
報
告
、
収

支
決
算
承
認
、
昭
和
六
十
年
度
事
業
計

画
、
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、
支
部
役
員

に
新
し
く
二
名
を
加
え
、
前
年
度
に
引

き
つ
づ
き
選
任
し
た
。

支
部
長
　
山
本
朋
二
郎
、
相
談
役

尾
崎
徳
郎
、
西
郷
正
郎
、
市
野
　
弘
、

岩
永
安
雄
、
磯
野
兼
二
郎
、
総
務
　
安

間
　
荘
、
大
石
　
惇
、

（東
部
）
田
辺

恵
造
、　
久
保
田
保
雄
、

（西
部
）
鶴
見

敏
彦
、
坂
井
八
郎
　
会
計
　
杉
本
宜
明
、

近
藤
浩
之
　
行
事
　
望
月
福
次
、
勝
見

幸
雄
、
池
上
和
男
、
河
合
俊
男
、
山
田

透
、
長
島
吉
治
、
（東
部
）
山
口
　
亮
、

加
田
利
勝
、
小
林
清
彦
、
小
島
優
幸
、

（西
部
）
中
村
隆
哉
、　
会
計
監
査
　
西

郷
正
郎
、
市
野
　
弘

◎
六
十
年
度
事
業
計
画

一
、
静
岡
支
部
山
岳
文
化
講
座
に
つ
い

て昭
和
六
十
年
九
月
七
日
、
十
四
日
、

二
十

一
日
、
二
十
八
日
、
十
月
五
日

毎
土
曜
日
　
午
後
二
時
―
四
時
三
十

分
、
静
岡
市
中
央
図
書
館
視
聴
覚
ホ

ー
ル
に
て
、
入
場
無
料

第

一
日
　

『
登
山
と
文
化
』
講
師

千
坂
正
郎
、
第
二
日

『
山
の
名
前
の

由
来
』
講
師
　
山
本
朋
三
郎
、
第
二

日

『
登
山
と
探
検
』
講
師
　
安
間

荘
、
第
四
日

『
登
山
と
マ
ラ
ソ
ン
の

医
学
』
講
師
　
田
辺
恵
造
、
第
五
日

『
ブ
ル
ー
と
メ
ス
ナ
ー
の
世
界
』
講

師
　
横
川
文
雄
の
各
氏
。

二
、
第
二
十
八
回
紅
葉
会
に
つ
い
て

「
お
知
ら
せ
」
の
紅
葉
会
案
内
を
参

照
下
さ
い
。

三
、
そ
の
他
、

出
席
者
　
山
本
朋
三
郎
、
尾
崎
徳
郎
、

西
郷
正
郎
、
磯
野
兼
二
郎
、
石
間
信
夫
、

池
上
和
男
、
安
間
　
荘
、
杉
本
宜
明
、

望
月
福
次
、
岩
永
安
雄
、
川
森
左
智
子
、

小
島
優
幸
、
鶴
見
敏
彦
、
大
石
　
惇
、

内
田
利
郎

五
月
理
事
会

５
月
７
日
午
後
６
時
３０
分

場
所
　
本
会
ル
ー
ム

出
席
者
　
佐
々
会
長
、
田
日
、
山
田
副

会
長
、
田
村
、
神
崎
、
大
倉
、
西
村
、

平
井
、
絹
川
、
村
木
、
高
遠
各
理
事
、

岡
沢
理
事
代
行
、
松
田
、
竹
田
各
監
事
、

宮
下
、
鴫
原
、
中
村
各
評
議
員

委
任
　
赤
松
、
河
村
、
松
家
、
鈴
木
、

長
谷
川
、
梅
野
各
理
事

審
議
事
項

◎
八
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

▽
募
金
分
科
会
　
ほ
ぼ
予
定
達
成
見
込

▽
登
山
分
科
会
　
中
国
登
山
希
望
者
多

く
、
四
月
末
で
締
切

っ
た
。

。
会

務
報
告

▽
行
事
分
科
会
　
写
真
展
八
月
十
九
日

―
二
十
三
日
開
催
予
定

◎
総
会
に
つ
い
て

役
員
候
補
者
に
つ
い
て
、
前
回
理
事

会
に
提
案
さ
れ
た
も
の
を

一
部
変
更
、

総
会
に
提
案
す
る
　
　
　
　
　
承
認

総
会
の
議
事
進
行
に
つ
い
て
　
了
承

◎
支
部
長
会
議
に
つ
い
て

五
月
二
十
四
日
十
四
時
よ
り
、
本
会

ル
ー
ム
で
開
催

報
告
事
項

◎
自
然
保
護
　
要
望
書

「祖
母
、
傾
山

系
に
お
け
る
原
生
林
の
保
護
と
伐
採
施

業
計
画
の
早
急
な
見
直
し
に
つ
い
て
の

お
願
い
」
を
、
農
林
水
産
大
臣
、
林
野

庁
長
官
、
熊
本
営
林
局
長
宛
に
、会
長
、

自
然
保
護
委
員
会
委
員
長
、
東
九
州
支

部
長
名
で
提
出

◎
海
外
委
　
委
員
会
委
員
長
に
村
山
雅

美
氏
を
選
出

◎
山
研
　
四
月
二
十
七
日
開
所

科
研
委
気
象
講
座

三
水
会
、
会
員
懇
談
会

図
書
委

会
報
編
集
委

学
生
部
集
会

昭
和
６０
年
度
通
常
総
会

（私
学
会
館
に
て
）、支

部
長
会
議

フ
イ
ル
ム
委

自
然
保
護
委

学
生
部
集
会

科
研
委

今
月
の
来
室
者
撤
名

７
日

（火
）

理
事
会

８
日

（水
）
　

八
十
周
年
記
念
準
備
委

（六
口
）
平
沢
亀

一
郎

　

（五
日
）
朴

鐘
徳

　

（
二
日
）
中
村
　
進
　
種
谷
由

美
　
原
田
幹
市
　
藤
川
三
郎
　
石
坂
久

忠
　
泉
尾
忠
志
　
山
本
治
美
　
二
官
澄

朗
　
影
山
英
雄
　
名
須
川
　
浩
　
田
辺

卓
司
　
細
川
俊
彦
　
小
林
智
明
　
鈴
木

八
十
周
年
記
念
事
業
第
二
次
募
金
応
募
者
ご
芳
名

（昭
和
六
十
年
六
月
十
八
日
ま
で
、
敬
称
略
、
順
不
同
）

五
月

退
会

９
日

（本
）

１５
日

（水
）

１６
日

（木
）

２２
日

（水
）

２３
日

（木
）

２４
日

（金
）

２７
日

（月
）

２８
日

（火
）

３０
日

（木
）

３１
日

（金
）

会
員
移
動

物
故

４

０

５

４

退
会

金
光
　
正
次

桂
　
　
重
英

青
井
　
竹
三
郎

溝 周
尾 布

良 光
隆 兼

栗
原

村
瀬

ひ
ろ
み

邦
夫

羊
三
　
大
野
栄
二
　
永
島
賢
司
　
麦
倉

啓
　
井
上
　
晃
　
山
田
武
楠

（
一
日
）
星
野
　
重
　
中
村
誓
紀
　
武

庫
川
女
子
大
学
鳴
松
山
岳
会
　
川
端
信

治
　
亀
谷
外
毅
雄
　
広
瀬
藤
司
　
山
口

晶

一　
垣
内
雄
治
　
大
田
譲
治
　
山
路

0

肌
＝
ム
曰
詭

(9)
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夫 一 人 郎

橋 池 仲 川
村 田  合
一  徳
豊 進 二 周

福 吉 山 田
嶋 川 本 中
一 正 光 三
馬 幸 二 郎

松 島 小 小
浦 田 林 駒
勇 秀 浩 山

岳
夫
　
高
田
真
哉
　
西
郡
光
昭
　
稲
葉

十
四
男
　
山
浦
源
太
郎
　
上
田
　
正

日
本
体
育
大
学
学
友
会
山
岳
部
　
近
藤

久
子
　
綾
戸
　
咬
　
後
藤
喜
久
夫
　
大

内
賢
治
　
堀
江
精
三
郎
　
三
浦
　
巌

小
島

一
喜
　
高
木
健
太
郎
　
関
日
正
次

こ
の
電
話
で

も
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す

○
創
立
八
十
周
年

記
念
晩
餐
会

（富
山
）

秋
の
富
山
県
上
市
町
で
富
山
支
部
、

石
川
支
部
共
催
に
よ
る
講
演
会
、
映
画

会
、
釧
岳
の
麓
―
馬
場
島
で
晩
餐
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
翌
日
は
自

由
山
行
で
す
。
黒
部
、
立
山
、
釧

へ
ど

う
ぞ
お
出
か
け
下
さ
い
。

記

日
時
　
九
月
二
十
八
日

（土
）
午
後
○

時
三
十
分
か
ら

会
場
　
上
市
町
文
化
会
館

（富
山
県
中

新
川
郡
上
市
町
法
音
寺

一
）

↓
ｏ
Ｆ
ｏヽ
Ｒ
‐ミ
ω占
∞
Ｈ∞
九
月
開
通
予

定
行
事
　
講
演
会
　
午
後

一
時

（講
師

西
堀
栄
二
郎
氏
）
、
映

画
会
　
白
い

魔
の
山
　
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
富
山

隊
撮
影
、
登
山
用
具
展
示

（ナ
ン
ガ

パ
ル
バ
ッ
ト
富
山
隊
装
備
品
ほ
か
）

会
場
移
動
　
午
後
三
時
―
四
時
　
馬
場

島
家
族
の
森

ヘ

晩
餐
会
　
午
後
五
時
―
七
時
　
馬
場
島

家
族
の
森
、
宿
泊

会
費
　
一
〇
、
○
○
○
円

（晩
餐
会
、

宿
泊
費
、
移
動
バ
ス
代
ほ
か
）

九
月
二
十
九
日

（日
）
は
自
由
山
行

申
込
先
　
一Ｔ
９３０
　
富
山
市
白
銀
町
二
―

五
　

（株
）
若
林
商
店
内

日
本
山
岳
会
富
山
支
部

（
‘、「
の
】・　
〇ミ
〇卜‐
い
ω‐
Ｈ
Ｈ卜∞
）

日
本
山
岳
会

（東
京
）
事
務
局

（ハ『
①
】・　
〇
∞
―い
〇
ドートト
∞∞
）

○
紅
葉
会
案
内

日
本
山
岳
会
静
岡
支
部
主
催
の
紅
葉

会
も
、
今
年
で
二
八
回
目
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
と
こ
ろ
紅
葉
会
は
、
温
泉
地
か

ら
遠
ざ
か
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
今

回
は
静
岡
市
の
奥
座
敷
、
深
山
幽
谷
の

地
梅
ケ
島
を
選
び
、
温
泉
に
つ
か
り
な

が
ら
の
酒
と
紅
葉
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

前
夜
祭
は
河
原
で
各
種
の
酒
と
山
菜

料
理
で
歓
談
し
、
翌
日
は
日
本
三
大
崩

れ
の
一
つ
で
あ
る
、
大

谷
崩
、

八
紘

嶺
、
安
倍
峠
に
登
り
ま
す
。

湯
治
気
分
を
味
わ
い
た
い
方
は
、
安

倍
大
滝
を
眺
め
市
営
の
温
泉
施
設
で
半

次
　
猪
股
鎮
夫
　
金
光
義
朗
　
高
村
篤
生
　
末
岡

睦
　
奥
井
忠
保

応
募
会
員
数
累
計
　
　
　
　
　
　
　
一
六
九
六
名

応
募
口
数
累
計
　
　
　
　
　
　
四
〇
九
六

・
五
口

金
額
累
計
　
　
　
　
二
〇
、
四
八
二
、
七
二
三
円

〇
八
十
周
年
記
念
式
典
お
よ
び
晩
餐
会

日
時
　
八
月
二
十
四
日

（土
）
午
後
三
時
受
付
開
始
、
午
後
五

時
記
念
式
典
開
会
、
午
後
五
時
三
十
分
記
念
映
餐
会
開
宴

会
場
　
椿
山
荘

「瑞
雲
の
間
」

（新
館
五
階
）
東
京
都
文
京
区

関
口
ニ
ノ

一
〇
ノ
八

（雷

〇
三
―
九
四
三
―

一
一
一
一
）

会
費
　
一
〇
、
○
○
○
円

（記
念
晩
餐
会
費
）

な
お
、
当
日
は
ネ
ク
タ
イ

（ク
ラ
ブ
タ
イ
）
、
会
員
章
の
着

用
を
極
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｏ
科
学
万
博
見
学

希
望
者
は
直
接
事
務
局

へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。

（集
合
場
所

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
晩
餐
会
の
日
に
も
ご
案
内
し
ま
す
）

〇
八
十
周
年
記
念
展

日
時
　
八
月
二
十
三
日

（木
）
―
二
十
七
日

（火
）
十
時
―
午

後
八
時

（最
終
日
は
午
後
五
時
ま
で
）

会
場
　
日
本
山
岳
会
ル
ー
ム

山
内
、
門
田
の
第

一
号
ピ
ッ
ケ
ル
、
槙
名
誉
会
員
所
有
の
シ

ェ
ン
ク
の
ピ
ッ
ケ
ル
、
故
植
村
直
己
会
員
が
マ
ツ
キ
ン
リ
ー
に

残
し
た
装
備
な
ど
も
展
示
予
定
。

○
会
員
に
よ
る
絵
画

・
写
真
展

日
時
　
八
月
十
九
日

（月
）
―
二
十
三
日

（金
）
九
時
三
十
分

―
午
後
五
時

（最
終
日
は
正
午
ま
で
）

会
場
　
三
菱
セ
ン
タ
ー
　
千
代
田
区
丸
の
内
ニ
ノ
三
ノ

一

三
菱
商
事
別
館

一
階

（雷

二
一
〇
―
二
五
二
七
）

○
ド
イ
ツ
山
岳
劇
映
画

「銀
嶺
に
帰
れ
」
上
映
予
告

一
九
二
四
年
、
ル
イ
ス
・
ト
レ
ン
カ
ー
主
演

・
監
督
の
ド
イ

ツ
映
画
を
、
九
月
末
か
十
月
初
め

（正
確
な
日
時
は
後
日
会
報

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
上
映
し
ま
す
。
上
映
時
間
は
八
十
分

総
務
お
よ
び
海
外
委
員
会

日
を
過
さ
れ
る
の
も
、
ま
た
、
安
倍
峠
か
ら
山
梨

県
側
に
下
ら
れ
る
の
も

一
興
か
と
思
い
ま
す
。

実
施
要
綱
は
次
の
と
お
り
で
す
。

場
所
　
梅
ケ
島
温
泉

『湯
の
華
荘
』
電
話
　
〇
五

四
二
六
―
三
二
五
三
　
国
鉄
静
岡
駅
よ
り
北

ヘ

バ
ス
一
時
間
半

（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
、
自
家
用
車

で
送
迎
し
ま
す
）

日
時
　
昭
和
六
十
年
十

一
月
九

日

（土
）
―
十
日

（日
）
十
四
時
よ
り

集
合
場
所
　
国
鉄
静
岡
駅
南
口
よ
り
東
約
百
米
の

駐
車
場
に
十
四
時
集
合

宴
会
　
十
八
時
―
二
十
二
時

会
費
　
一
〇
、
○
○
○
円

申
込
み
　
振
替
用
紙
で
会
費
の
振
込

み
を
も

っ

て
、
正
式
の
参
加
申
込
み
と
致
し
ま
す
。
締
切

り
は
十
月
十
日
必
着
。
な
お
、
ま
こ
と
に
勝
手

な
が
ら
部
屋
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
五
十
名

に
達
し
次
第
締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

振
込
先
　
郵
便
振
替
口
座
　
名
古
屋
　
九
―
五
〇

八
五
六
　
日
本
山
岳
会
静
岡
支
部
紅
葉
会

静
岡
支
部

Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｃ
夏
の
恒
例

ビ
ア
パ
ー
テ
ィ

日
時
　
九
月
七
日

（土
）
十
八
時
半
よ
り

場
所
　
日
本
山
岳
会
　
集
会
室

会
費
　
二
、
○
○
○
円

飲
み
放
題
食
べ
放
題
〃主

催
　
婦
人
懇
談
会
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(第二種郵便物認可)山  481-1985・ 7020

〈
口 計 25,614,598

振替貯金

普通預金

定期預金

普通預金

定期預金

東京地方貯金局

協 和 銀 行 市ケ谷支店

行 市ケ谷支店

行 本 郷 支 店

行 本   店

中央信託銀行 本   店

三井信託銀行 新宿西日支店

日本信託銀行 本   店

協 和 銀 行 市ケ谷支店

協和銀行市

会

料
　
　
　
　
　
品

数

営

生

水

話

議

際

備

手

運

厚

税

熱

　

　

　

器

替

部

利

諸

光

電

会

交

什

振

支

福

銀

銀

銀

菱

和

京

三

二

東

業

　

搬

料

事

１

〓ユ
ー
ヽ

昂

退

オ

他の

　

信

熱

出

図

調

指

支

海

山

そ

印

通

光

(終 身会 費

(退 職 給 与

495,850

1,368,601

440,976

40,557

1,721

567,513

99,448

31,272

8,∝Ю,000

386,160

6,075,000

5,026,252

1,∞0,0∞

2,000,000

550,000

230,000

320,000

150,000

150,000

300,000

200,000

650,000

100,000

600,000

350,000

150,000

21,731,000

9,233,000

650,000

910,000

1,240,000

1,000,000

170,000

1,678,000

1,600,000

980,000

3,900,000

370,000

3,312,000

3,312,000

1,000,000

1,000,000

509,960

237,452

351,011

90,350

278,131

34,000

257,750

628,900

87,018

566,100

343,200

119,875

22,421,788

8,389,407

2,031,910

646,615

794,483

1,188,990

339,080

1,643,181

2,436,760

718,250

3,891,040

342,072

3,311,904

3,311,904

1,562,246

1,562,246

0

0

40,040

7,452

31,011

59,650

128,131

266,000

57,750

21,100

12,982

33,900

6,800

30,125

690,788

843,593

,381,910

263,585

445,517

188,990

169,080

34,819

836,760

261,750

8,960

27,928

96

96

,562,246

,562,246

,000,000

,000,000

費

費

料

費

費

費

料

費

費

費

費

費

　

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

(

(単位 :円 )

掲載,保管場所

事 務 所 管 理

そ の 他 管 理

雑

事  業  費

導

部 関 係

外 諸 関 係

研 運 営

借入金 返 済支 出

借 入 金 返 済 支 出

別途会計繰入支出

別途会計 繰 入支 出

予  備  費

予   備   費

別途積立金

(資産の部)

1.基 本 財 産

2.現金および預貯金

財  産  目  録

昭和 60年 3月 31日現在

昭和 60年 3月 31日 現在

(単位 :円 )

(単位 :円 )

(単位 :円 )

81,248

究

版

書

研査

1

3。 建物および土地

4.図   書

5.什 器 備 品

6。 絵   画

白  馬   岳

富  士  111 麓

田 代 池 の 自 樺

Δ

油

油

油

A-50 中村清太郎 日本民族資料館
A-25 茨木猪之吉

変 形 6 中村清太郎 事務所 (談話室) 現  金

小 計 37,513,000 38,269,205 756,205

次期繰越収支差額

次期繰越 収支差 額

7,960,412

7,960,412

11,127,186

11,127,186

3,166,774

3,166,774

合 計 45,473,412 49,386,391 3,922,979

A 事務所および図書室 金  額

場所 東京都千代田区四番町 5番 4

構i造 鉄筋コンクリート造,陸屋根,地下1階付5階建

(事務所)区分所有建物1階部分 103.32m2

宅地持分 1,1%。

“

m2× 339/10,000

(図書室)区分所有建物1階部分 55.22m2
宅地持分 1,124.“ m2× 339/10,000

72,720,170

B 上高地山岳研究所

場卜所 長野県南安曇郡安曇村上高地国有林 114い林小班

構造 鉄筋コンクリート造 (一部木造)1棟 100。 69m2
9,583,808

計 82,303,978

種 類 摘 要 冊  数

書

書

和

洋

59年度 受入冊数 216冊
″    ″  156冊

5,156 11

2,086 冊

名品
取  得
年 月 日

取得価格
(円 )

所 在

大テープル(2台 セット),テーク材 750
×1200× 720

ソファーセット,テ ーク材 レザー張

冷蔵庫 ,日 立 R303T
テ レビ,ナ ンヨー 20-C501
スクリプ トマテ ィック宛名印刷機 :M36

リコピースーパー ドラィ SD-105
書庫内移動書架一式 ,コ ンパックル

応接セットー式,布張 イス,テ ープル
XLE-30

閲覧用テープル (2台 ),木製

ライテ ィングピューロー,木製

テレビ,シ ャープ CT2“ 1(寄贈品)

ビデオカセッ トレコーダー.ン ャープ
VC 7000(寄 贈品)

フィルム収納キャビネット(ス テール製)

図書 カー ド容器 木製 3段

書     棚 木製 3段

48。 7.31

48. 7.31

48. 7.30

38. 7.30

53. 2.10

53. 2.27

53. 2.10

53.8.2

53.9。 28

54. 6。 23

55. 6. 4

55。 12.27

56. 8. 8

56.9。 12

56.12.22

164,200

178,000

148,500

108,000

265,500

158,000

1,500,000

218,000

250,000

280,300

80,000

116,000

254,000

200,000

500,0∞

1上 高 堤
1山岳研究所

事 務 所

図 書 室

事 務 所

図 書 室

談 話 室

図 書 室

談 話 室

合 計 4,420,500

内    訳 前期繰越 繰入収入 取崩支出 次期繰越

終 身 会 費 積 立 金

図書出版研 究基 金

長期計画準備積立金

退 職 給 与 積 立 金

800,00C

7,330,26C

4,195,50C

2,000,00C

200,000

531,494

830,752

0

400

0

600

0

0

1,000,00C

6,461,16C

5,026,252

2,000,000

合    計 14,325,766 1,562,24( 1,400,60C 14,487,412

種 類 預    入 先 金  額

貸付信託 三井信託銀行 本店

日本信託銀行 本店

中央信託銀行 本店

2,380,000

420,000

5,200,000

〈
口 計 8,000,000

題 名 種類・号数 作 者 名

種 類 預 入    先 金  額
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山  481-1985e7020(第 二種郵便物認可)

会 費 収 入

終 身 会 費 収 入

25,000

業 収 入

広 告 料 収 入

山日記 印税 収入

その他 印税 収入

刊行物 売上 収入

その他事 業 収 入

山研使 用 料 収 入

1

寄 付 金 収 入

4,980,

450,

5,440,

1,200

560

450

2,000

1,230

1,470

5,250

100

600

500

1,5∞ ,

100,

83,

(単位 :円 )

群      猿

伊 豆 半 島

針  の 木  峠

徳本峠から穂高連峰

初 冬 の 両 神 山

鳥 (カ ッ ト原画)

メ ー ル ドグ ラ ス

モ ン ブ ラ ン

後 立 山 連 峰

カンチェンジュンガ

ユ ン グ フ ラ ウ
(19“ 年作)

涸 沢 よ り北 穂 高

槍 ケ 岳 初 夏

カンチェンジュンガ

北 穂 高 滝 谷

或 朝 の 槍 ケ 岳

北 穂 高 岳 主 峰

槍   ケ  岳

タンボチェの僧院

シェルパニの親子

墨   絵

油 - 10
油 -10
墨   絵

油 -10
墨   絵

エッチング

水   彩

エッチング

石井 鶴三

茨木猪之吉

茨木猪之吉

石田 吟松

茨木猪之吉

石井 鶴三

中村清太郎

シュラギント
ワイト

山里 寿男

山里 寿男

中村清太郎

矢崎千代二

足立源一郎

足立源一郎

足立源一郎

足立源一郎

清野  恒

清野  恒

図 室

事務所 (集会室)

図  書  室

事務所 (集会室)

事務所 (談話室)

図  書  室

事務所 (談話室)

上高地山岳研究所

事務所 (集会室)

書

″

″

″

″

″

2,000

1,330

受 取 利 息

雑  収  入

1,300, 油

水 彩 -6
油 -10
ハ ス テ ル

油 -25
油 -25
油 -25
油 一P8
水 彩 -4
水 彩 -4

500, 500

2)一般会計 支出の部

当

費

費

費

費

料

費

費

費

料

費

費

費

料

費

費

費

費

費

手

　

　

通

搬

険

　

・ヽヽ
料

　

　

　

品

数

営

生

理

理

・
具

刷

交

運

保

繕

　

水

話

議

際

備

手

運

厚

Ｐ

Ｐ

料

　

　

費

信

災

　

私

熱

　

　

　

器

替

部

利

務

の

給

文

印

旅

通

火

営

諸

光

電

会

交

什

振

支

福

事

そ

雑

500,

００

２０

００

費

費

費

費

費

究

　

係

版

書

研

導

関

査

　

部

出

図

調

指
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※ 他の絵画,写真 省略

7.フ ィル ム

「マナスルに立つ」 他 62点

8。 刊行物・服飾品棚卸現在高 (単位 :円 )

(負債の部)

・長 期 借 入 金  未済残高  ¥8,352,665
ア 借 入 先 中央信託銀行株式会社本店

イ 利  率 年利 8。 16%

ウ 担  保 事務所および図書室の建物と土地を担保として

差入れる。

工 返済年月 昭和 63年 1月 まで

・退職給与引当金        ¥2,000,000
社団法人 日本山岳会 昭和 59年度収支決算書および財産目録を

監査し,正確妥当なことを認めます。

昭和 60年 4月 11日

昭和 60年度 予算書 (案)

自 昭和 60年 4月 1日

至 昭和 61年 3月 31日

1)一般会計 収入の部           (単 位 :円 )

”

８０

一
次

会

雄

寛

岳山

田

田

本詐

松

竹

人

事

事

法

監

監

団社

費業

600

350

150

9,200 9,233,

,192

3,312

1,000,

,731,

外 諸 関 係 費

研 運 営 費

の 他 事 業 費

刷  費

信 運 搬 費

熱 水 料 費

620,

1,290,

1,500

170

1,692

700

1,000

4,000,

370,

910

1,240

1,000

170

1,678

1,600,

3,900

370

3,312,

3,312,

1,000,

本 財 産
用 収 入

680

入金返済
出

基本財産利息収入

入 会 金 収 入

600 600,

600

2,550,

2,550,
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５０
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3,312

3,000

31,000

500

(13)

収 入

33,840,0001590,00〔小 計  134,430,0翌
|

119633,4121△

11,633,4121△

500,226

506,22C

前期嚢|  1旧 2186

1前期繰越収支差額
_111二

27,186

45,473,412
145,551_11翌

計合

勘 定 科 日 度
額

年
算

前
予

中 科 目
予 算 額

大 科 日

摘 要 金  額

刊行物 (山岳,山岳覆刻版等) 1,386,510

2,518,000鬱笹テ上皐夕
他(ネクタイ・ペンダント。ト

3,904,510

勘 定 科 目 増 減

(△ )
予 算 額

度
額

年
算

前
予

中 科 日大 科 目

備 費

借入金返 済支 出

費 収 入 ,000,
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桜井信雄 (本 会)

6 月 1 日 講演会「ザイルとの 30年を振 り返る」

石岡繁雄 ( ″ )
6 月 23日  第 4回 日本登山医学シンポジウム

(駿河台 日大講堂)

10月 27日  シンポジウム「ヒマラヤのエコロジー」

川喜田二郎 (渋谷勤労福祉会館)

11月 10,11日  紅葉探索山行  近田文弘 (山梨 上徳間)
1 月 25日  映写会「K7初登頂と氷河調査」他

(本 会)
11月 ～ 3月  山の気象講座     大井正一 (本 会)
2月～ 3月  セミナー “ゃさしぃ気象"

前野十行 ( ″ )
(3)講 習 会

4月 6～8日 山岳スキー技術講習会     (守 門岳)
6月 29～ 7月 1日 岩登り講習会 (学生部主催)  (小 川山)

8月 11,14日  小川山フリークライミング山行  ( ″ )
10月 21,22日 岩登り講習会 (指導委,青年懇談会

主催)         (伊 豆 城ケ崎)

(4)展 覧 会

2 月 2 日 第 22回この一本展      (本  会)
(5)全国にある 19支部ではそれぞれ集会,研究会,講演会,

山行 (海外登山も含む)等が活発に行なわれた。
4月 21,22日  日本山岳会東北支部ブロック集会

(福島 土湯)
10月 13日  本会創立 80周年関西地区記念晩餐会

(関西支部,山陰支部 大阪第一ホテル)
11月 17日 本会創立 80周年中部地区記念晩餐会

(信濃支部,山梨支部,静岡支部,岐阜
支部,東海支部 名古屋郵便貯金会館)

3 月 3 日 本会創立 80周年九州地区記念晩餐会

(福岡支部,東九州支部,熊本

支部 西鉄グランドホテル)
11月 10,11日  第 27回紅葉会        (浜 石岳)

.登山施設の改善その他登山のための適切な事業
上高地山岳研究所を5月 ～11月 まで開所
山の科学に関する文献目録の作成

登山に関する図書,フ ィルム,ス ライド類の充実と目録作成
女性登山史のための資料作成

集会,青年懇談会, 婦人懇談会, 高所登山, 図書, 自然保
護,海外,科学研究,指導,医療,フ ィルムの各委員によ
る研究会開催

)山岳遭難の予防とその対策に関する企画及び指導
各大学山岳部による夏山診療所開設

(槍ケ岳,五色沼,唐松,三俣山荘,自馬岳,合戦小屋 ,

立山,尾瀬)

自然保護活動の推進

環境庁との連携を密にし国立公園における山岳地の自然保護
への協力

日高縦貫道路の反対活動
フイール ドマナーノー トⅡ作成検討

自然保護に関する要望,現地視察,情報収集
日本自然保護協会自然観察指導員資格取得講習会受講 (委員
会メンバー有志)

5月 26,27日 奥秩父自然観察山行「武甲山の開発と

自然破壊について」  浅見 豊 (栃 本)
10月 13,14日  尾瀬自然観察山行       (四 伏山)
12り]1 日 自然保護全国集会「森林破壊と自然保護」

三島昭男 (主婦会館)|
12月 2 日 自然観察会    矢野 亮 (自 然教育園)|
2 月 7 日 講演会「アメリカの山と自然」      |

予  備  費 1

昭和 59年度事業報告

(59. 4。  1～60. 3.31)

1。 登山の指導と奨励に必要な集会,講習会及び展覧会の開催
(1)集  会

5月 19,20日

日本山岳会学生部総会     (本  会)

会員懇談会現地山行      (箱  根)

支部長会議          (本  会)

昭和 59年度通常総会    (主 婦会館)

丹沢研究会          (丹  沢)

八ケ岳懇親山行        (清 泉寮)

山菜勉強会          (本  会)

若葉会山行          (巻 機山)

ウェストン祭        (信 濃支部)

翁友章先生を囲む会      (本  会)

懇親山行          (会 津周辺)

定例講演会 シルク・ ロー ドの話

―金子民雄― (本 会)

邸在法先生を囲む会   (国 際文化会館)

ドイツ山岳会歓迎行事    (本 会,他 )

スケッチ山行         (焼  岳)

フィルム映写会「 ドキュメンタリー
エベレス ト」1970       (本  会)

定例講演会 コルディエラ・

ブランカの話   ―児玉 茂― ( ″ )
アルパインクラブ訪問懇談会  (ロ ンドン)

鳥海山山行          (鳥  海)

ミルツスイス山岳会会長夫妻歓迎会

(国際文化会館)

秋山山行        (山 形 摩耶山)

ドイツ山岳会会長夫妻歓迎会 (ト レビの泉)

秋山探索山行        (志 津倉山)

丹沢研究会          (丹  沢)

定例講演会 カタカナの山名・地名・

山岳用語     ―宮下啓三― (本 会)

第 21回学生部マラソン大会  (皇 居)

会員懇談会「伯者大山からエベレス ト

まで,ラ トックI峰の記録」

重廣恒夫 (本 会)

支部長会議          (本  会)

昭和 59年度年次晩餐会

(ホ テルニューオータニ)

懇親山行           (丹  沢)

スキー山行         (白  馬)

第 16回山岳図書を語るタベ  (本 会)

定例講演会     (吉 田宏)( ″ )
第 11回新入会員のためのオリエンテー

ション              ( ″ )
第 13回山岳史懇談会     (本  会)

(2)研 究 会

月

月

月

月

，
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10月 4日
10月 6～8日

10月  10 日

10月  10 日

10月 19日

10月 20,21日

10月 27,28日

11月 1日

11月 11日

11月 15日

12月 2日
1月 12′や15日

3月 16日

月

月

２

７

１５

月

月

月
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一
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4 月 20日 講演会「富士山に沈む太陽」
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本会,そ の他

・登山医学に関する講演会            11月
・内外登山家による講演会,映画会     本会,そ の他

・海外の山に関する講演会

2。 登山施設の改善,その他登山のための適切な事業
0上高地山岳研究所開所          4月 ～10月

・登山医学文献集の編集発刊

・山岳と登山に関する科学文献整理

・山に関する貴重なフィルム,ス ライ ド,テ ープ,アルバム

等の複製,収集を行なう

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画および指導
0夏山診療所開設

・技術講習会の開催 (冬山,岩登り,ス キー等)現 地 4回

・雪又は氷上訓練             2月 又は3月

「

  ・大学山岳部指導者会議の開催

4。 自然保護活動の推進

・自然保護に関する講演会            10月
・自然観察山行

・自然環境保全及び破壊の現地視察

・ブナシンポジウム                6月
・ 自然保護全国集会               10月
・ 自然保護活動のための研修会
0フ ィール ドマナーノー トⅡの作成

5。 海外登山の企画および実施

・中国TS連山脈他の登山           7月 ～ 9月

・アフリカ,ポーランド,グルジャ山岳会との交流登山

6。 機関紙などの刊行

・「山岳 80年」発行

・会報「山」478～ 489号発行

・「山日記」昭和 61年版編集発行

7.国内および国外山岳団体との連絡,情報交換

・国内関係団体 (日 山協,都岳連,そ の他)と の密接な連絡

・ 日本ネパール協会の事業に対する協力

・海外登山団体との機関誌および情報の交換

8。 その他,目 的を達成するために必要な事業

・山岳図書室の拡充を図る

・創立 80周年記念事業の企画および実施

・その他,目 的を達成するために必要な事業を行なう

岡島成行 (海外委と共催)(本 会)

5。 海外登山の企画および海外との交流

日本山岳会ボゴダ峰登山隊による中国ボゴダ峰登頂

(7月 ～ 9月 )

日本山岳会カンチェンジュンガ峰登山隊によるインド,カ ン

チェンジュンガ峰登頂         (1月 ～ 6月 )

日本山岳会東海支部ガウリシャンカール峰登山隊によるネパ

ール,ガ ウリシャンカール峰登頂       (8月 )

日本山岳会青年懇談会登山隊とアメリカ山岳会アラスカ支部

との交換登山   (2月 アンカレッジ・バルディーズ)

6。 機関誌などの刊行

「山岳 79年」号発行

会報「山」466～ 477号発行

「山日記」昭和 60年版編集発行

7. 目的を同じくする外国山岳会等との情報交換

30ケ 国 60の 団体と情報交換

日中合同登山推進のための中国体協関係者と情報交換

昭和 60年度 事業計画 (案)

1.登山の指導奨励に必要な集会,研究会,講習会,展覧会等の

開催

0集   会

・小集会 (報告会,講習会,シンポジューム,山行)

本会,その他 48回
・ウェストン祭        上高地 6月 1日 ～ 2日

・創立 80周年記念式典       椿山荘 8月 24日

・山岳図書交換会             本会 10月
・マラソン大会            皇居周辺 11月
0年次晩餐会                未定

・山岳図書を語るタベ            本会 2月
・山岳史懇談会               本会 3月
・来日外国登山家との交歓会     本会,その他 未定

・フィルム映写会          本会 6月 ,11月
・新入会員オリエンテーション        本会 3月
・ ドイツ山岳映画会                7月
・アイスクライミング講習会            2月

0研 究 会

・登山医学シンポジウム

・高所登山シンポジウム

・気象講座

・シンポジウム「ヒマラヤの生態系 (Ⅱ )」

・セミナーの実施

0, 展 覧 会

・80周年記念展覧会

・この一本展 (山岳稀観本)

0 講 演 会

・登山,山岳の科学研究に関する講演会
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昭和 60年 1月 分受入図書 (つ づき)

7。 小樽赤岩ルー ト研究会編「赤岩 小樽赤岩山 クライミング

・ガイドと登攀史」 小樽山岳連盟 1984(戸谷薫氏寄贈)

8.岳蜂会編「岳蜂 三十年 のあゆみ」 1984(白石田春治氏寄

贈)

9.浅輪幸久 山浦源太郎編「1973年  アンナプルナー峰」 日

本山岳会信濃支部 1984(版元寄贈)

10.荒川久治 栗田貞多男著「日本の秘境北アルプス 高瀬渓谷」

春秋社 1984(版元寄贈)

11。 楠日高明著「万葉の山旅」 草思社 1984(版元寄贈)

12。 現代山岳紀行編集室編「とっておきの山」 山と渓谷社 1984

(版元寄贈)

13.現代山岳紀行編集室 山下喜一郎編「現代山岳紀行 槍,穂

高連峰」 あるっく社 1981(山 と渓谷社寄贈)

14。 現代山岳紀行編集室 山下喜一郎編「現代山岳紀行 続槍 ,

穂高連峰」 あるっく社 1981(山 と渓谷社寄贈)

15。 現代山岳紀行編集室 山下喜一郎編「現代山岳紀行 剣,立

山連峰」 あるっく社 1982(山 と渓谷社寄贈)

(以下次号)

図 書 受 入 報 告

図 書 委 員 会

(15)
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